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会 議 録 

会議の名称 令和３年度第１回文化財保護審議会 

開催日時 2021 年４月 28 日 午後１時 30 分 開会 午後３時 30 分 閉会 

開催場所 つくば市役所２階職員研修室 

事務局（担当課） 教育局文化財課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

藤川会長、田中副会長、杉原委員、岡野委員、大関委員、大

村委員、柴原委員、黒江委員 

その他  

事務局 

 

吉沼教育局長、石橋文化財課長、宇津野文化財課長補佐、広

瀬活用係長、山本主務、五十嵐主事、三村主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 なし 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

（１）令和２年度主要事業の報告について 

（２）令和３年度主要事業の計画について 

（３）その他 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 （１）令和２年度主要事業の報告について 

     （２）令和３年度主要事業の計画について 

     （３）その他 

４ その他 

５ 閉会 
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＜審議内容＞ 

（１）令和２年度主要事業の報告について 

事務局：（資料にもとづき説明） 

委員：谷田部陣屋の解説板を新しくしたとのことですが、市内の歴史関係の解

説板は読めなくなっているもの、腐食してしまっている金属製のものも多く

見受けらます。新しくつくば市に移ってきた人には、身近な場所の歴史に興

味を持つ人も多いので、ぜひこのような歴史解説板の修繕を進めていただけ

ればと思います。 

事務局：解説板には、合併後に指定文化財に建てているものと、旧町村時代に

各町村で独自に建てたものの２種類があります。特に桜村については、ガイ

ドブックを出した時にかなり細かく解説板を設置しており、それが現在読み

にくくなっているため、問合せも多く来ています。まずは指定文化財を優先

して改修を進めている状況なので、後者をこれから新しく改修していくとい

うのはなかなか難しい状況です。設置者としての責任は昔の村、今のつくば

市にあるので、腐食したものを撤去するための相談については随時受け付け

ております。 

委員：指定の文化財を優先するのは良く分かりますが、せめて名称と簡単な説

明が欲しいというのは市民の方からもよく伺うことであるので、地域の文化

財を次に継承していくためにもよろしくお願いしたいと思います。 

委員：悉皆調査について、史跡や建造物の話はよく聞くが、美術工芸ジャンル

の状況を伺いたいです。また、民有文化財の補助事業で所有者から保存や修

理の要望を受けていますが、美術工芸品についてもこのような事例はあるの

でしょうか。 

事務局：指定物件の美術工芸品について、市が直接所有しているものはなく、

全てが民有となっています。所在等については市で把握していますが、積極
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的に文化財の状況などの確認を行うことなどはしていません。ただ、例えば、

災害、台風や震災などの後には所有者の方にその都度確認するようにしてお

ります。 

  美術品については、所有者の方に修理の意向があれば、数年計画で予算化

していくことになるのですが、補助率が１/2 を超えられないので、どうして

も所有者に負担が生じることになってしまいます。ここ数年美術品の修理等

の話は受けておりません。費用的な面が所有者の負担となっているかもしれ

ません。 

委員：小田城の親衛隊に関係して、小田城歴史ひろばもいずれは平沢官衙遺跡

のようにＮＰＯ・指定管理者等に委託する形を想定しているのでしょうか。 

事務局：未定というのが正直なところです。指定管理者制度について以前かな

り調べましたが、今の段階では適した業者や団体がなく、また、公有化した

土地全体を施設として委託することができないという点でも、現段階でのメ

リットは少ないように思われました。そのため、今のところは直営で行って

いく予定です。平沢官衙遺跡のように「施設管理の部分委託」という形もあ

り得ますが、これも少し先の話になるかと思われます。 

委員：維持管理の業者選定は地元の業者を選んで行っているのでしょうか。 

事務局：一定の金額を超えるものはすべて一般競争入札で行っています。その

ため、必ずしも地元が委託を受けているわけではありません。 

委員：良く分からない業者が入り、何か問題が発生したことなどはないのでし

ょうか。 

事務局：一般競争で入札を行うものは、基本的には植栽の維持管理など大きな

ものになります。業者による出来上がりの差はありますが、現在のところ特

に大きな問題などは発生していません。ただ、工事などと違い委託事業は現

在のところ評価の仕組みがないので、その点は難しいところと感じています。 

委員：文化財サポーター事業について、文化財展示施設での解説をサポーター
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の方に行ってもらうとのことでしたが、例えばサポーターの方々に先ほど委

員からお話があった読めなくなった解説板の文字起こしをやってもらう、そ

れをもとに看板設置場所のツアーを行うなどといった様々な展開が考えられ

そうですが、何か考えていますか。 

事務局：サポーター事業は現在学校等の団体への解説ボランティアを主として

想定していますが、コロナ禍の影響で解説の機会があまりなく、何か核とな

る事業を見つけないといけないと感じています。昨年度はミニ研修会という

形で谷田部の街中をサポーターの方に回ってもらったが、それと同じような

ことを桜地区で行うことも考えていければと思っています。 

 

（令和３年度主要事業の計画について） 

事務局：（資料にもとづき説明） 

委員：上郷陣屋発掘調査について、本調査が入るのはどの部分でしょうか。 

事務局：陣屋の溝が回っていた部分について調査する予定です。 

副会長：金田官衙遺跡について、今後は歴史緑空間として整備されることが決

まっていますが、具体的な計画は決まっているのでしょうか。 

事務局：具体的な計画は、まだ決まっていません。史跡部分の整備については、

平沢官衙遺跡の再整備事業が終わってからでなければ、大きな事業として行

えないので、５年以上先になるかと思います。それより前に保存活用計画を

策定するよう文化庁からも指導を受けており、どこかで策定する必要があり

ます。公園・施設課が所有している史跡南側の土地については、一部の公園

整備が進んでいくかと思われます。公園・施設課の整備も史跡と調和したも

のとなり、一体的な歴史公園として整備される予定です。 

委員：平沢や小田のような展示解説施設を新たに作る予定はないのでしょうか。 

事務局：現段階ではありません。桜歴史民俗資料館が史跡に非常に近いので、

もし施設の役割分担をしていくということになれば、金田官衙のガイダンス
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施設として特化させることも可能性の一つとして考えています。 

委員：学校教育との連携について、様々な団体があるが、どのような計画で行

っていく予定でしょうか。 

事務局：歴史に関わることが多いので、つくば市教育研究会社会科教育研究部

の先生方と研修について考えてきました。教材については、例えば『むかし

の暮らし』、『小田氏と小田城』や『谷田部海軍飛行場・西筑波陸軍飛行場』

などのパンフレットを作成してきました。今年度何を行うかについては、ま

だ具体的には決めていません。 

委員：コロナ禍で子供たちも外出できない状況が続いているので、バーチャル

博物館のような映像で理解できるものなどがあると、現場では非常に役立つ

のではないかと思いますが、何か予定はありますか。 

事務局：生涯学習推進課のちびっ子博士事業で、映像を作成する予定です。ま

た、民具の一つひとつの使い方を説明した動画などがあると良いでしょうし、

平沢官衙遺跡の再整備事業でも、何かインターネットを通じた形での展開が

できれば良いと考えています。 

会長：文化庁が文化財保存活用地域計画の制度をつくり、県内でもいくつかの

自治体が策定・認定を受けていますが、２年前につくば市が作成した計画は

これとは違うものなのでしょうか。 

事務局：重複するところは多いが、少し違っています。国の制度は計画を文化

庁で認定し、それに伴う事業に対してメリットを与えるものですが、こちら

で市の計画を策定した時点ではあまりメリットを感じませんでした。今後必

要があれば、認定を受けることもあるかと思います。 

会長：すぐにとは言いませんが、補助を付けやすくなることもあるので、少し

念頭に置いてもらえればと思います。 

事務局：市の計画の策定に向けて動き出した直後に、文化庁の保存活用計画地

域計画の制度が持ち上がってきたという経緯もあります。市としては、まず
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は文化財行政の基盤になるものを作ろうということで計画を策定しましたの

で、次回改定時の課題となります。 

 

（３ その他） 

委員：つくばセンタービルの保存について、昨年度の市議会でも話がでました

が、文化財指定など何か文化財課としての動きはあるのでしょうか。 

事務局：センタービルができてから 50 年経っていないため、文化財としての評

価は現段階では難しいです。 

 

閉会 

 

 

 

 

 



令和３年度つくば市文化財保護審議会第１回会議 

～ 次 第 ～ 

 

                  日時：令和３年４月28日（水）午後１時30分～ 

                  会場：市役所２階 職員研修室１・２ 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

(1) 令和２年度事業の報告について 

(2) 令和３年度事業の計画について 

(3)  その他 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

 



令和 2年度  事務事業マネジメン トシー ト

事業の

事業の

コ ス
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※すべて令和 3年 4月 12日 までに作成 した2次評価前のもの。

“
温
ュ

資料 1

事務事業名 981 各種文化財基本調査事業

予算科目̀ 01-100503-12 文化財調査に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

朱存係

I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 一部委託

事業期間 毎年度
個別計画

っくば市文化財保存活用計画
04質の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法

SDCs

対象 市民

目的
市内に所在する無指定を含む各種文化財の基本調査を行い、基礎データを収集し、今後の保存対策の立案
・資料蓄積及び「まちづくり」の根幹となる地域独自の文化財の把握をする。

概要
(取組内容)

各種文化財について計画的・継続的に所在や概要を把握する基本調査である悉皆調査の実施
巡視等により文化財の現状を把握する現況確認調査の実施

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千円) 0 0 620 513 620

決算額 (千円) 0 仔77.仰 550 0 0

一般財源 (千円) 0 ∂ガ7「  ■ 8=0 550 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千円) 0 0 0 0 0

事

業
費 内

訳

その他 (千円) 0 0 0 0 0

人件費計 (千円) 0 2,085 2,090 2,090 2,099

正職員従事割合 (人 ) 0.00 0.30 0.30 0.30 0,30

正職員時間外勤務 (千円) 0.00 20,00 20.00 20.00 20.00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

脱
い

睦
嚇

饉
い

饉
い

艤
赫

式 彪雰ノJH(/ノ 月X允巳五κイク

共有、理解
広報紙等での調査実施の周知、市民向け刊行物の作成

企画・立案、計画
対象文化財の市民等からの情報提供

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 悉皆調査件数 (R.1ま で) ( ′
件   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 30.0 0.0 0.C 0,0 0。 ( 0.C

実 績 73.C 0.0 0,C 0.0 0。 ( 0.C
1

指標の
概要

(個別施策 I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)自 然文化財調査の現地調査件数

の
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指標名 巡視による現況確認文化財件数 (  件   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 25,C 25,0 25.C 25,C 25.C 25.(

実 績 26,C 26.0 0.C 0,C 0.C

指標の

概要

計画的な巡視で保存状況を確認した文化財の件数

3

指標名 悉皆調査件数 (R2か ら) (   件   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 1.C 1.0 1,0 1.0 1,C

実 績 0.0 1,C 0.C 0.0 0.0 0.C

指標の
概要

(個別施策 I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)各種文化財の悉皆調査件数

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0.0 0.ll 0,C 0,C 0,C

実 績 0.C 0.0 0.0 0.C 0.C 0,C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0。 C 0.0 0.0 0.0

実 績 0.0 0.0 0。 C 0.ll 0.0 0.(

指標の
概要

の と

課
応

前年度の
題への対

巨樹・古木調査の成果をまとめた市民向け刊行物作成が改善目標であつたが、新型コロすウイルス感染症

対策に伴 う事業見直しにより刊行を先送 りとした。

成果

悉皆調査では、巨樹・古木調査成果の刊行物の原稿の一部を作成し、来年度以降の事業の基礎となつた。
国県指定文化財等については、 8月 と1月 の2回、「県文化財保護指導員とともに巡視をし、現状の把握が
できた。また、解体された解脱寺の彫刻がある部材 9点を回収・保管し、社寺建築に関する貴重な資料が
蓄積できた。

業務

予算の制約がある中で、先送りとした巨樹・古木調査の成果を市民等にわかりやすく公開するための刊行
物の作成を進める必要がある。また、平成30年度策定の市文化財保存活用計画で中期的な目標とした、研
究学園都市建設等の新 しい時代に関する資料調査を検討する必要がある。課

題

組織、
予算等

改善目標
巨樹・古木調査については成果をまとめた市民向けの刊行物の原稿作成を進め、研究学園都市建設等の新
しい時代に関する資料調査については事業計画を作成する。

市民ニーズ 4
十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

進捗状況 4
年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 4
市の関与の必要性が高い事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継統 して実施する必要があると

方向性 継続

理 由

各種文化財を正確に把握し資料化することは、文化財の保存・活用の基礎 として不可欠であり、継続的・

計画的に実施していく必要があるため。

千一′一一一



令和 2年度  事務事業マネジメントシー ト

コス ト

の

の

事務事業名 982 埋蔵文化財調査・保存事業

予算科目 01-100503-12 文化財調査に要する経費 教育局文化財課

保存係市長公約

担当部課

係名

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (義務)

一部委託

戦略プラン

事業体制

事業期間 毎年度

04質の高い教育をみんなに
個別計画

つくば市文化財保存活用計画

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等

文化財保護法
SDGs

対象 市民、事業者

目的
市内に所在する埋蔵文化財について、文化財保護法等で定められた調査・調整等の手続きを行い、保存措

置を講じる。また、重要遺跡の調査・保存や出土品等の保管・活用を行う。

概要
(取組内容 )

各種開発等に伴 う埋蔵文化財取扱事務、各種開発等に伴 う試掘・確認調査

非営利 目的での本発掘調査等、民間調査機関による記録保存調査の調整

重要な遺跡の保存・活用を検討するための内容確認調査

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度項 目 平成30年度

9,200予算額 (千円) 0 0 8,981 32,798

7,484 10,398 0 0決算額 (千円) 6,114

0 0一般財源 (千円) 3デ 407 4,258 6,473

0(千円) 2,707 3,226 3,925 0国庫、県支出金、地方債

00 0 0

事

業
費 内

訳

その他 (千円) 0

11,060 11,060人件費計 (千円) 9,253 11,037 11,301

1.50 1.50 1.50 1.50正職員従事割合 (人 ) 1,10

350.00 350,00正職員時間外勤務 (千円) 600,00 350,00 448.00

饉
い

随
嗚

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

盛
い

伍
い

磁
嚇

共有、理解
市ホームページ等での埋蔵文化財関係手続きの周知、発掘調査報告書の刊行

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

活動結果指標指標名 ( )

R03年度 R04年度 R05年度 R06年度R01年度 R02年度

0.C 0.0目標値 0,C 0,C 0。 C 0,C

0.0実 績 0.C 0,G 0.C 0.C 0。 C
1

指標の
概要

の推移



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0。 (l 0.C 0.0 0.0 0,C 0.G

実 績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.C 0,(

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0.G 0,C 0。 (l 0.C 0.〔 0.C

実 績 0,0 0.G 0.0 0,C 0.C 0.C

指標の

概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0.C 0,C 0.0 0。 (l 0.(

実 績 0,(l 0.C 0.C 0.C 0,0 0,C

指標の
概要

指標名 ( )

R01年度 R02年^度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0 0 0 0. 0 0

5
実 績 0 0 0,0 0 0

指標の
概要

前年度の課
デジタル地図情報等の活用を促進することで、現地確認の時間を減らし、業務効率化を図つた。

題への対応

成果

埋蔵文化財の有無照会 (文書200件、窓口等2,392か 所)に対応 し、手続き等を適切に行ったりまた各種開
発に伴 う試掘・確認調査39件、本発掘調査 2件を実施 し、開発と保存の調整をした。そのほか民間調査組
織が実施した本発掘調査について、調整・協議・監督を行った。なお本発掘調査等で得た出土品や調査成
果は市の貴重な財産になった。また令和 2年度は重要遺跡の保存・活用のための調査は実施していない。

課

題

業務

耕作放棄地や荒れた山林を利活用するための開発、再生可能エネルギー発電設備開発が増加し、年々業務
が増えている。地域活性化を含めた持続可能な社会構築のための開発と、資産である文化財の保存をいか
に両立させていくかが課題である。    、 1

組織、
予算等

業務量の増加により、発掘調査の現地調査ができる専門員の増員が必要である。

改善目標
遺跡台帳などの整備を行い、資料検索のための時間を短縮して、一層の効率化を図る。

の

評価

市民ニーズ 4
十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担 うべき事業である。

優先度
法令等により市の実施が定められているも

方向性 拡大・拡充

理 由

市・民間事業において市教育委員会が文化財の取扱いを行 うことは文化財イ呆護法に定められており、業務
を継続 していくことが必要であることに加え、令和 3年度には県営畑地帯総合整備事業に伴 う本発掘調査
が予定されているため、事業の拡充が必要となる。

一“
　

ヽ

方



令和 2年度 事務事業マネジメン トシ‐ ト

要

コ ス

の

の

事務事業名 862 小田城跡確認調査事業

予算科目 01-100503-15 小田城跡に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

保存係・活用係

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)

職員のみ

戦略プラン

事業体制

事業期間 期間限定複数年度
個別計画

史跡小田城跡保存整備基本計画、つくば市文化財保存
活用計画 04質 の高い教育をみんなに

11住み続けられるまちづ くりを

根拠法令等
SDGs

対象 市民

目的
買収した土地等、 「小田城跡」の地下状況を把握、確認する。

概要
(取組内容 )

国指定史跡「小田城跡」の本丸周辺部(遺構保全ゾーン)ヽ 約71,000ポ のうち、4,500∬ を目安に平成9年度
～令和3年度 (現地調査はH30年度まで)で発掘調査及び整理調査を実施

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

2,604予算額 (千 円) 0 0 4,036 4,016

決算額 (千 円) 4,038 1,220 579 0 0

392 0一般財源 (千 円) 2,250 635

0国庫、県支出金、地方債 (千 円) 1,788 585 187 0

事

業
費 内

訳
その他 (千円) 0 0 0 0 0

4,400 4,400人件費計 (千 円) 4,666 4,390 4,473

正職員従事割合 (人 ) 0,60 0.60 0.60 0.60 0.60

160.00 130,00 130.00正職員時間外勤務 (千 円) 173.50 130.00

睦 ‐ 睡
い

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

饉
い

鉦
い 有

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 活動結果指標(   雷   )累計発掘調査面積

Rol年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

0.0 0,0目標値 0.0 0,C 0.0 0,C

0.0実 績 0.0 0,C 0.0 0。 C 0.0
1

指標の

概要
発掘現地調査面積の合計



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0,C 0。 C 0.C 0,G 0.C

実 績 0。 (l 0。 C 0。 C 0。 C 0.C 0.C

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0。 C 0.0 010 0.0 0,0 0.C

実 績 0,C 0,0 0.0 0,G 0.0 0.C

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0.0 0.0 0,C 0。 C 0,G 0。 (

実 績 0,0 0.0 0.C 0.0 0。 ( 0。 (

指標の
概要

指標名 (

RO 1年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0. 0 0 0 0 0
5

実 績 0. 0. 0

指標の

概要

前年度の課
題への対応

国補助金の減額に伴い、事業規模を縮小して詳細整理を実施した。

成果

報告書干」行に向けて、26年度～30年度現地調査の詳細整理を実施した。また木製品 21点の保存処理″行っ
た。詳細整理を進めることで、保存・整備・活用の計画作成に必要な基礎資料を得ることができたほか、
木製品の保存処理を実施することで、出土品の恒久的な保存が可能となった。

課

題

業務

令和 3年度は、詳細整理を進め、報告書作成を継続すると

組織、
予算等

令和 3年度分の国補助金が減額される可能性があり、予定通り事業を進められるか不透明である。

改善目標
令和 3年度は、詳細整理を進め、報告書作成を継続する。

の

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担うべき事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要がある。

方向性 継続

理 由

発掘調査の成果については報告書により広く周知する必要があることから、その刊行まで事業を継続する



令和 2年度 事務事業マネジメン トシー ト

コス ト

の

の

事務事業名 859 市史編纂事業

予算科目 01-100503-14 に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

保存係

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 職員のみ

毎年度事業期間
.

個別計画
つくば市文イ監財保存活用計画

04質の高い教育をみんなに

11住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
SDCs

対象 市民

目的
歴史資料を体系的 。分類的に調査・整理・記録して郷上の歴史を正しく後世へ伝える。

概要
(取組内容)

保有史・資料の整理及び解読作業 (江戸時代の近世文書を中心に行 う。)

史・資料集の干J行整理・解読後の史・資料について、史・資料集を刊行
未発見史・資料の調査及び記録記録の写真、デジタルデータ化を行 う。
市関連史・資料の入手 (古書店等からの購入を含む。)

令和 3年度 令和 4年度項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

予算額 (千円) 0 0 687 665 690

0 0決算額 (千円) 503 943 119

一般財源 (千円) 349 850 -5 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千円) 0 0 0 0 0

事
業
費 内

訳
124 0 0その他 (千円) 154 93

人件費計 (千円) 1,412 1,407 1,410 1,410 1,410

0,20 0.20正職員従事割合 (人 ) 0:20 0.20 0.20

正職員時間外勤務 (千円) 0.00 20.00 20,00 20,00 20,00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

征
い

征
い

饉
い

睡 饉
い

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価(検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 図書の刊行 (   冊   ) 活動結果指標

R06年度R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度

目標値 1.C ■ 0 1.0 1,C 1.G 1.G

実 績 1.C 0.0 0.0 0.C 0.C 0。 C
1

指標の
概要

整理 ,読解の終了した史・資料について、冊子として刊行する。

オ ナ



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0.C 0.0 0.G 0.C 0.C

実 績 0。 C 0.0 0,C 0.C 0.C

指標の

概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0,0 0,C 0.C 0.G 0.C

実 績 0。 0 0.0 0.0 0,C 0.0 0.C

指標の

概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0,C 0,0 0.0 0.0 0.C

実 績 0。 C 0.C 0.0 0,0 0.0 0,C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0.0 0,C 0,0 0.0 0,C

実 績 0.0 0,0 0.C 0.0 0.0 0.C

指標の

概要

の

前年度の課
題今の対応

前年度は旧町村時代に目録の刊行を行った史料の調査を課題として挙げたが、新型コロナウイルス感染症
の影響により個人宅への訪問が困難になったことから、調査の実施ができなかつた。

成果

昨年度調査で撮影した史料のうち、刊行できなかつた分の解読・原稿作成を実施できた。また史料 1件の

寄贈を受けるとともに、流出した史料を購入するなど、市史関連史料の収集 。保全を行 うことができた。
デジタル化の分野では、市史関係写真のデジタル化を実施するなど、将来的な保存に向けた取り組みを実
施することができた。

業務

新型コロナウイルス感染症対策による予算執行の見直しにより、毎年行っている史料集の刊行については
先送りになり実施できなかった。また、旧町村時代に調査 。目録作成を行つた史料のうち、現況が不明に
ならている事例が見受けられるのも、引き続きの課題である。課

題

組織、
予算等

将来的には通史編の刊行を検討する必要があるが、通史編の編纂は多くの場合、専門家から構成される編
纂委員会と職員による編纂室を組織した上で行つており、旧町村時代の通史編纂も同様の体制で行ってい
たため、現在の組織・予算で旧町村史と同等かそれ以上の質を持つた通史編を刊行するのは困難である。

改善目標
先送りとしていた史料集の刊行を行 うとともに、史料の所在確認および調査・保存に努める。また、将来
的な通史編の刊行を見据え、通史編を編纂 している自治体の編纂組織体制等について情報収集を行 う。

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進 |′ナ状況 4 年度当初の計画通 りに事業を実施することができた。

市の関与 4
市の関与の必要性が高い事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要がある。

方向性 継 続

理 由

史料集は市内図書館や県・国図書館に納本 し市民の利用に供されており、大学図書館や他市町村の図書館
からの寄贈依頼も多く、今後も継続することが望ましい。また古文書の調査や解読は専門知識を要するた
め、文献史学や古文書についての知識を持つ専門職員が実施することが望ましい。

幕



令和 2年度  事務事業マネジメン トシー ト

コス トの推移

加 の 況

の

事務事業名 854 文化財保護審議会事業

予算科目 01-100503-11 文化財保護審議会に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

保存係 。活用係

I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 職員のみ

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財イ呆存活用計画
04質の高い教育をみんなに

11住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法、つくば市文化財保護審議会条例

SDGs

対象 市民

目的
教育委員会の諮問に応じ、文化財の保存及び活用に関する重要な事項について調査し、教育委員会に建議
する。

概要
(取組内容)

文化財保護行政全般について、広範な知識を持つ外部有識者と市民委員により、道切で公平に審議
任期 2年の委員10名 による会議を年 2、 3回開催  ―

必要に応 じて各種文化財の現地調査を実施

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

事

業
費

予算額 (千円) 0 0 228 228 228

決算額 (千円) 164 126 152 0 0

内

訳

一般財源 (千円) 164 126 152 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千円) 0 0 0 0 0

その他 (千円) 0 0 0 0 0

人
件
費

人件費計 (千円) 1,059 1,018 1,020 1,020 1,020

内

訳

正職員従事割合 (人 ) 0.15 0.15 0.15 0.15 0。 15

正職員時間外勤務 (千円) 0.00 0.00 0,00 0.00 0.00

会計年度任用職員有無 (人 )
髄
い

饉
嚇

磁
甫

睦
い

睦
ヽ

共有、理解
ホームページでの議事録の公開

企画・立案、計画

実行
市民委員の参加

評価、検証

指標名 審議会の開催回数 (  件   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 3.0 3.0 3.0 3.C 3.0

実 績 0。 C 2.C 0.0 0,0 0.C 0.0
1

指標の

概要

(個別施策 I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)審議会の開催回数

尋
Ｔ



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0。 C 0。 C 0,C 0.0 0。 C

実 績 0.ll 0.C 0,C 0,C 0.( 0.C

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0.0 0.0 0.0 0。 C 0。 (

実 績 0,C 0.0 0,0 0.0 0。 C 0。 (

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0,C 0,C 0。 C 0。 C 0。 (

実 績 0.0 0.C 0,C 0.C 0。 (l 0,(

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0.0 0.0 0,0 0.0

実 績 0,C 0,0 0.0 0.0 0.0 0,C

指標の
概要

の

前年度の課
題への対応

審議会委員の任期 (2年)の満了に伴いく新たに委員を任命するに当たり、全10名 のうち 2名 を市民委員
とするものとし、公募を行つた。結果、応募者の中から2名 を採用し、委員に任命 した。

成果

文化財保存活用計画に基づき、前年度事業 (事務事業及び予算事業)の実績及び成果を報告するとともに
、今年度事業 (事務事業及び予算事業)の予定及び進捗状況を説明し、専門的な立場からの意見を聴取す
ることができた。また、「史跡平沢官衛遺跡保存活用計画」の策定に当たつても、同様に意見を聴取する
ことができた。

業務

メール等により個別の事案に関する意見聴取や連絡は増加 したものの、指標では年 3回開催することとし
ている会議について、審議事案となる「史跡平沢官衛遺跡保存活用計画」の策定スケジュールとの兼ね合
いから年 2回の開催にとどまつた。課

題

組織、
予算等

女性委員の構成比率が10%で、「つくば市男女共同参画推進基本計画2018-2022」 の配23審議会等委員の
女性委員の割合の指標である各審議会毎に30%が未達成。

改善目標
会議の開催については、課業務の年間スケジュール等との調整を図ることにより年 3回開催できるように
する。また、次回の任期満了に伴 う新たな委員の任命の際は、専門性の,点から適任者が限られるものの、
女性委員比率の計画指標の達成を目指す。

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担 うべき事業である。

優先度 4
市民生活への影響等を鑑みて、優先的に取組むことが必要と判断される。

方向性 継続

理 由

つくば市として条例により設置している附属機関であり、今後も専門的な知見に基づく委員の意見を聴取
しながら、文化財保護行政を適切に進めていくため。

こと:手



令和 2年度 事務事業マネジメントシー ト

の

コ ス の

の

盈と

事務事業名 856 市管理文化財維持管理事業

予算科 目 01-100503-13 文化財維持管理に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (義務)戦略プラン

事業体制 一部委託

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画
04質 の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法、茨城県文化財保護条例、つくば市文化
財保護条例

SDGs

対象 市民、文化財所有者

目的
市内に所在する国・県・市指定や国登録その他の文化財、周知の遺跡等を次世代に良好な状態で継承
する。

1概要
(取組内容)

文化庁、茨城県及び市文化財保護審議会、文化財保護指導員その他の専門家の指導を仰ぎながら、対象文
化財を適切に維持・管理・整備等を実施
市指定真跡保存のための民有地の賃貸借
史μノⅢ整備に関する団体に加盟し情報収集や意見交換

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千 円) 0 0 5,910 5,199 6,200

決算額 (千 円) 3,767 4,758 5,171 0

0一般財源 (千 円) 3,751 4,742 5,132 0

国庫、県支出金、地方償 (千 円) 0 0 0 0 0

事

業
費 内

訳
その他 (千 円) 16 16 39 0 0

人件費計 (千 円) 3,444 2,986 2,941 2,941 2,941

正職員従事割合 (人 ) 0,40 0.40 0.40 0.40 0.40

90100正職員時間外勤務 (千 円) 250.00 90.00 90.00 90.00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

健
い

磁
い

腱
い

饉
¨

睡
ヽ

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財イ呆護審議会での市民委員参加

指標名 管理文化財件数 (  件   ) 活動結果指標

R01年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度R02年度

目標値 10,C 10,0 10,0 10。 C 10,0 10.C

実 績 10,C 10.0 0,0 0.C 0.0 0.C
1

指標の
概要

市が直接に草刈 り。修繕等の維持管理をする文化財の件数

の



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度
目標値 0,0 0。 C 0.C 0.ll 0,C 0.C

実 績 0.0 0.0 0。 C 0,0 0.C 0。 C

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0。 C 0.0 0,C 0.0 0.(

実 績 0.0 0,C 0.C 0,C 0.0 0,(

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0,0 0.0 0.0 0.C 0。 C

実 績 0.C 0.0 0.0 0.0 0。 C 0.C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0.0 0,C 0.C 0.ll 0,C

実 績
｀

0.C 0.0 0.C 0。 C 0.0 0,C

指標の

概要

の と

方向性 継続

理 由

市が所管する文化財について、継続的な維持管理が必要なため。

前年度の課
題への対応

成果

コロナ禍により市加盟協議会による研修会等のほとんどは中止となわたが、市が所管する史跡の草刈 り
等の業務委託や容田部溶陣屋跡解説板の修繕を通 じて指定等文化財の維持管理が適切にできた。また、小
田城跡での草刈 り等について、地元団体や住民による景観美化を検討し来年度からの改善の目途が立った

業務

指定文化財の解説板が老朽化に伴い、文字が読めないものが多くなっている。指定文化財解説板の修繕
を進める。

課

題

組織、
予算等

改善目標

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況 4 年度曽初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与
法令等により市の実施が定められている。

優先度
法令等により市の実施が定められている。

方向性

≧ゑ



令和 2年度 事務事業マネジメン トシー ト

の

コス ト

市民参力日の

事務事業名 860 小田城跡保存事業

予算科日 01-100503-15 城跡に要する経費

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

保存係・活用係

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 一部委託

事業期間 毎年度
個別計画

史跡小田城跡保存整備基本計画、つくば市文化財保存
活用計画 04質の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財弁護法

SDGs

対象 市民、文化財所有者

目的
国指定史跡 「小田城跡」を土地買収により保存し、歴史公園として活用できるよう復元整備する。

概要
(取組内容)

土地買収は、文化庁長官に現状変更を許可されない土地等で実施し、H19年度までに史跡南半の市街化調整
区域約1lhaが はぼ終了、現在は北半の市街化区域で税ね毎年 1筆を買収中    |
復元整備は、H21～ 27年度に、史跡 (約22ha)中 心の本丸跡を主とする遺構整備ゾーン (約 4.2ha)で 実施、
合わせて展示機能を持つ案内所の建設を完了

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千円) 0 0 28,463 6,391 0

決算額 (千円) 38,977 28,320 23,950 0 0

一般財源 (千円) 1,314 5,672 1,638 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千円) 027,176 22,648 19,152 0

事

業
費 内

訳
その他 (千円) 5,487 0 3,160 0 0

人件費計 (千円) 1,208 1,092 1,094 1,094 0

正職員従事割合 (人 ) 0,15 0.15 0.15 0。 15 0,09

正職員時間外勤務 (千円) 60.00 30.00 30,00 30。 00 0.00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

饉
い

饉
ヽ

饉
い

髄
い

饉
い

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 土地買収面積 (H29以降) (   ∬   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 2,126.0 0。 C 0。 C 0.0 0。 ( 0.0

実 績 2,135,8 1,425.ε 0。 G 0.00.C 0.0
1

指標の
概要

史跡録全のための土地買収面積

盪3



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 貫06年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0,C 0.0 0.(

実 績 0.0 0,0 0.0 0。 C 0.0 0.C

指標の

概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0.C 0。 C 0.0 0.0 0.(

実 績 0。 C 0.C 0.C 0.0 0.0 0。 (

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0.0 0.0 0.C 0.C 0.(

実 績 0,0 0.0 0.0 0,C 0,C 0,C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0。 C 0。 C 0.0 0,C 0。 C 0,C

実 績 Oi C 0.C 0.C 0.C 0。 C 0,C

指標の

概要

の と

前年度の課
題への対応

成果

史跡内1425.82ポ の公有化及びそれに伴う測量や鑑定などを実施し、 8月 までに地権者交渉で合意した。初
育委員会への報告や税控除のための税務協議を行い、11月 に契約、登記を完了させた。小田城跡歴史ひろ
ば遺構復元びろば案内所北側隣接地を購入できたことで、史跡小田城跡の保存を行うことができたととも
に、今後の活用の用地となつた。

業務

課

題

組織、
予算等

改善目標

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通 りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担 うべき事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要がある。

方向性 継続

理 由

小田城跡の公有化事業は、年度毎に対象地の面積や補償費の増減があるが、史跡の保存に必要な事業であ
り、現状変更の規制を受ける土地所有者今の保障としての意味合いがあるため、継統的に実施する。令和
3年度の事業費については、対象面積が減少するため、事業規模は縮小となる。

盈 I::



事務事業名 864 金田官衛遺跡保存事業

予算科目 01-100503-17 金田官衛遺跡に要する経費 担当部課

係名

教育局文化財課

保存係市長公約

新規・継続 継続I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実

事業分類 自治事務 (任意)

事業体制 一部委託

戦略プラン

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画
04質の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法

SDGs

令和 2年度  事務事業マネジメントシー ト

コ ス の

の

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財朱護審議会での市民委員参加

盈

の

″
い

Ｌ

市民、事業者対象

目的
中根・金田台特定土地区画整理事業内の歴史緑空間用地に含まれる目指定史跡「金田官行遺跡」の土地を
保存する。

概要
(取組内容)

H15年度に都市基盤整備ノム`国、茨城県、つくば市の間で締結した「覚書」、及び同21年度にUR都市再生機

構 とつくば市の間で締結した覚書の内容を具体化する「協定」等により、史跡内の公有地除く約7.3haを 、

国庫補助を受けて同機構からH22～ 33年の12年計画で買収

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

426,095 0予算額 (千円) 0 0 185,746

決算額 (千円) 193,4o3 ′183,344 182,121 0 0

3,981 0 0一般財源 (千円) 9,698 3,669

0国庫、県支出金、地方債 (千円) 183,770 179,675 178,140 0

事

業
費 内

訳
その他 (千円) 0 0 0 0 0

1,385 0人件費計 (千円) 1,462 1,382 1,385

正職員従事割合 (人 ) 0.20 0.20 0.20 0,20 0.00

10.00 10.00 0.00正職員時間外勤務 (千円) 20.00 10.00

健
い

睡
苗

人
件

費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

饉
い

健
い

艇
い

活動結果指標指標名 累計上地買収面積 (   ha.  )
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

0,C 0.0目標値 6.C 6.6 7.3 0。 (l

0.0実 績 5,1 5。 7 0,(l 0.C
1

指標の
概要

(I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)頁収対象面積約7.3haに対する当該年度までの累計面
積



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0。 C 0,0 0,C 0。 ( 0,C

実 績 0,C 0.C 0,0 0.0 0,C 0,C

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.(l 0.0 0.0 0,0 0。 C 0。 (

実 績 0.0 0.C 0.C 0.0 0。 C 0。 (

指標の

概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0.0 0.C 0.C 0.0 0。 (

実 績 0,C 0.0 0.ll 0,C 0.0 0.(

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0。 ( 0,0 0,0 0.0 0.(

実 績 0.0 0。 C 0.0 0.0 0,0 0.(

指標の
概要

の と

前年度の課
題への対応

史跡追加指定の日程を勘案しながら、本年度の契約手続きを進めた。

成果

昨年度に意見具申し、今年度10月 に史跡として追加指定された 3筆 1,285.48Nを 含む、6,500.03∬ を12月

にURか ら買収したことで、文化財をイ呆全するとともに、TX沿線開発が良好な形で円滑に進行するという効
果も図れた。

業務

来年度が計画的な公有化事業の最終年度となり、これまでと異なる国庫補助制度を利用することとなるの
で、補助制度の詳細や手続きの確認が必要となる。

課

題

組織、
予算等

改善目標
文化庁、県文化課、UR、 市財政課との連絡を綿密に行い、事務の遺漏を防ぐ。

市民ニーズ 3
今後 も一定の市民ニーズが見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担 うべき事業である。

優先度 4 市民生活への影響等を鑑みて、優先的に取組むことが必要と判断される。

方向性 拡大・拡充

理 由

令和 8年度が事業の最終年度であり、URと の協定に基づき購入する史跡指定地約7.3haの うちの残る未購入
地すべて購入する計画であることから、購入面積が約0,7haか ら約1,5haに 増加するため。  ′

五 6



令和 2年度  事務事業マネジメントシー ト

コス ト

の

の

事務事業名 857 民有文化財補助事業

予算科目 01-100503「 13 化財維持管理に要する経費 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係   ,市長公約 73

戦略プラン

新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (義務)

事業体制 補助金 (直接)

個別計画
つくば市文化財保存活用計画 事業期間 毎年度

SDGs

04質 の高い教育をみんなに

根)と法令等
文化財保護法、茨城県文化財保護条例、うくば市文化
財保護条例

11住み続けられるまちづくりを

対 象 市民、1文化財所有者

目的
市内に所在する民有の国・県・市指定や国登録その他の文化財の継承に必要な経費を補助することで、当

該文化財を保護する。

概要
(取組内容)

指定・登録文化財の管理・修理について、所定の手続を行ぃながら、その経費の一部を予算の範囲内で補

助

令和 3年度 令和 4年度項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

予算額 (千 円) 0 0 1,271 1,042 11,000

0決算額 (千円) 25,683 4,215 1,882 0

下般財源 (千円) 25,683 4,215 1,882 0 0

0 0 0国庫、県支出金、地方債 (千 円) 0 0

0 0

事

業
費 内

訳
その他 (千 円) 0 0 0

人件費計 (千円) 1,412 1,357 1,360 1,360 1,360

0.20 0.20正職員従事割合 (人 ) 0.20 0.20 Or 20

正職員時間外勤務 (千 円) 0,00 0.00 0.00 0.00 0,00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

鉦
い

睦
ヽ

睡
ｈ

健
い

睦
ヽ

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 ( )

R06年度R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度

目標値 0。 C 0,0 0.0 0.C 0,0 0,C

実 績 0.0 0.C 0.0 0。 C0,C 0.0
1

指標の
概要

乙子
′



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0。 C 0.( 0.C 0,0 0.C

実 績 0,C 0.C 0,C 0.C 0.0

指標の

概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0,0 0,0 0.0 0,0 0.(

実 績 0,0 0。 C 0.0 0.0 0.0 0.(

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.(l 0.0 0。 C 0,0 0.C 0。 C

実 績 0,0 0.0 0。 C 0,C 0.C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 0.C 0.0 0.C 0,(l 0,C

実 績 0.C 0。 C 0.0 0.0 0.0 0.C

指標の

概要

の と

前年度の課
題への対応

成果

コロナ禍の影響により市指定民俗文化財 2件で交付決定した補助事業の廃止が生じたものの、市指定民俗
文化財田倉の三匹獅子保存事業、国重要文化財大塚家住宅の火災報知器点検事業、同挿し茅修繕事業、市
指定文化財随翁院本堂 。一ノ矢人坂神社拝殿での火災報知設備設置事業の計 5事業に対して補助をするこ
とで、適切な保存・維持管理 t修繕等工事ができるような所有者への支援ができた。

業務

昨年度の首里城火災を契機とした見直しにより必要となった、消防法による県・市指定文化財建造物への
火災報知器設置について、県指定文化財筑波山神社春 日。日枝神社本殿及び両拝殿が未解決であり、令和
3年度に設置への補助を検討していく必要がある。課

題

組織、
予算等

改善目標

火災報知器設置の方法と費用負担について、筑波山神社・県文化課 ,消防署・施工業者との間を調整し、
年度内に解決する。

市民ニーズ 3
今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

進十/ナ状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 4
市の関与の必要性が高い事業である。

優先度 4 民生活^の影響等を鑑みて、優先的に取組むことが必要と判断される。市

方向性 継続

理 由

文化財の継承 :維持管理・修理には、価値を損なわないような方法等が必要となる場合があり、所有者に
よる負担だけでなく行政による支援が必要となるため。

盈惑



令和 2年度 事務事業マネジメン トシー ト

事

コ ス

の

の

の

事務事業名 866 文化財展示講座等事業

予算科 目 01-100503-18 歴史文化教育・活用に要する経費 担当部課

係名

教育局文化財課

活用係市長公約 72

I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規・継続 継統

事業分類 自治事務 (任意)

一部委託

戦略プラン

事業体制

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画
04質の高い教育をみんなに

11住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法、市教育振興計画

SDCs

対象 市民

目的
県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財に対する市民の関心や郷土愛を育むとともに、観光等へ活用

することで市のプロモーションに寄与する。

概要
(取組内容)

展示施設や市庁舎を巡る巡回企画展を開催 し、テーマに沿つた講演会等を実施
古文書読解等の文化財講座の実施
平沢官衛遺跡歴史ひろば、小田城跡歴史ひろばにおける史跡活用権事の開催

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

4,190予算額 (千 円) 0 0 4,177 3,914

決算額 (千円) 3,760 5,504 3,349 0

0 0一般財源 (千円) 2,601 3,215 1,962

国庫、県支出金、地方債 (千 円) 1,000 2,162 1,387 0 0

事
業
費 内

訳
その他 (千円) 159 127 0 0 0

8,529人件費計 (千円) 5,809 8,510 8,529 8,529

正職員従事割合 (人) 0.70 1.20 1.20 1.20 1120

150.00 150.00正職員時間外勤務 (千 円) 350.00 150.00 150.00
睡
い

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 ) 有 有 有 艤

い

共有、理解
企画展 。講座・講演会等の周知

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

活動結果指標指標名 企画展開催に伴 う講演会等の回数 (   回   )
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

2.0目標値 2.0 2.0 2.C 2.G 2.C

実 績 2.0 2,0 0.C 0.C 0,C 0.0
1

指標の
概要

(I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)企画展のテーマに沿つた講演会や体験講座の開催日数

盈O
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指標名 桜歴史民俗資料館入館者数 (   人   ) 活動結果指標

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

日標値 0,0 7,850,C 7,880.0 8,000.C 8,040.G 8,080。 (

実 績 8,064,0 1,705,0 0.0 0.0 0.0 0。 (

指標の

概 要

3

指標名 平沢官衛遺跡歴史ひろば入館者数 (   人   ) 活動結果指標
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 46,610。 C 47,000.C 47,850.0 48,770.( 49,685,(

実 績 50,609,0 35,722.C 0.C 0.0 0。 ( 0。 C

指標の
概要

4

指標名 小田城跡歴史ひろば入館者数 (  人   ) 活動結果指標
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,C 21,300.0 21,380.0 21,390.C 21,400,C 21,420,C

実 績 17,741.C 15,317.0 0.0 0,C 0.C 0.C

指標の
概要

5

指標名 出土文化財管理センター及び谷田部郷土資料館の入館者数 (   人   ) 活動結果指標
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 4,740,0 1 4,740.C 4,760.0 4,790.0 4,815.(

実 績 3,948,0 489.0 0.C 0.0 0,0 0,(

指標の

概要

の と

前年度の課
題への対応

成果

コロナ禍により、史跡活用催事と古文書講座は中止となり、展示施設の来館者数も大幅減となったが、巡
回企画展は期間を短縮 して開催でき、企画展1,565人 、講演会58人、体験学習18人の来場者 。参加者を得た
。アンケー トの満足度も高く、実施によつて歴史や文化財に対する市民の関心や郷土愛を育むことができ
た。また、ジオパエク室との共催により、観光やシティプロモーション等の活性化にも寄与できた。

業務

講師の事情により、13年続けてきた古文書講座は終了せぎるを得ず、事業の再検討が必要となった。また
、コロナ禍により催事開催の検討が必要となaた b

課

題

組織、
予算等

改善目標

・文化財講座を、講師や内容を見直して検討する。
・新型コロナウイルス感染症の状況により、展示施設の開館や催事開催での安全対策や工夫、計画変更を
していく。  t

市民ニーズ 5
十分に高く、今後も増加が見込まれる。

進捗状況 4
年度当初の計画通 りに事業を実施することができた。

市の関与 5
市が直接担うべき事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要がある。

方向性 継続

理 由

文化財を保存していくためには、広くその価値を知つてもらうことが必要であり、貴重な地域
資源 としての活用が市民からも求められているため、継続的な実施が必要である。

寇◇



令和 2年度  事務事業マネジメントシー ト

の

コス トの

民参力日の

の

事務事業名 865 学校での伝統文化教育支援事業

予算科 目 01-100503-18 史文化教育・活用に要する

市長公約

担当部課

係名

教育局文化財課

保存係・活用係
I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 職員のみ

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画
04質の高い教育をみ々なに

11住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
文化財保護法、教育基本法

SDCs

対象 児童 ,生徒、教職員

目的
県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財を、学校教育の中で市内の子供達に伝える。

概要
(取組内容 )

つくば市の歴史や文化財を教育現場で活用しやすい形にまとめ、伝統文化教育を支援する各種教材を学校
に提供

出前講座 。文化財施設見学説明
学校教諭対象の説明研修会の開催

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千円) 0 0 209 209 210

決算額 (千円) 184 142 0 0 0

一般財源 (千円) 184 142 0 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千円) 0 0 0 0 0

事

業
費 内

訳
その他 (千円) 0 0 0

●
0 0

人件費計 (千円) 3,654 3,466 3,474 3,474 3,474

正職員従事割合 (人 ) 0.50 0.50 0.50 0,50 0.50

正職員時間外勤務 (千円) 50.00 30.00 30,00 30.00 30.00

人
件

費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

饉
い

健
【

儀
い

饉
い

盛
い

共有、―理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 講座・説明件数 (  件   ) 活動結果指標
R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 3Q.C 30,C 30.0 30。 (l 30.0 30,C

実 績 31.0 6.C 0,0 0.0 0.0 0.(
1

指標の
概要

(I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)学校対象に行う出前講座や展示施設見学説明の件数

2上



2

指標名 研修会の開催件数 (  件   ) 活動結果指標・

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 1.C 1,( 1.(l 1,0 1.0 1.(

実 績 1.C 0.0 0.0 0.0 0。 (

指標の

概要

学校教諭対象の説明研修会の開催

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.C 0.0 0.(

実 績 0.0 0.0 0.0 0,C 0,C 0.(

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0.0 0。 C 0.0 0。 C 0.(

実 績 0。 C 0.C 0.0 0.C 0。 (

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0,C 0.0 0.0 0.C 0。 (

実 績 0.0 0.C 0.0 0.0 0,C 0.(

指標の
概要

の と

前年度の課
題への対応

出前講座の際には打合せを数度行い、できる限り要望に沿つた内容の講座を行つた。

成果

感染症の影響により展示施設説明及び出前講座は回数は少なかつたものの、出前講座では可能な範囲で資
料を持ち込むなどの工夫をし、また小中学生を主対象とした「夏休み歴史・文化財相談室」を開催するこ
とで、児童・生徒たちが郷土に関心と愛着を持つ機会を増やすことができた。また、中止となった教職員
研修の代わりに資料を配布したことで、学校教育への支援ができた。

業務

令和 2年度から教科書及び単元が変わったことにより、出前講座の要望の内容にも変化が見られた。
また、・文化財保護審議会で、学校授業で活用できる民具使用方法等の動画作成について意見があつた。

課

題
組織、
予算等

改善目標
新しく追加となつた単元に対応できるような出前講座のメニューを検討する。また、わかりやすい民具使
用方法の動画作成を検討する。

市民ニーズ 4
十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与 3
民間活力や民間ノウハウを活用できる事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要があるЬ

方向性 継続

理 由

郷上の歴史や文化を子どもたちに伝えていくことが必要であり、文化財の保護にとっても重要なことであ
るが、教職員にとっても扱いが難しい部分があり、解読や研修、教材提供などの支援を続けていく必要が
あるため。

（
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令和 2年度 事務事業マネジメン トシー ト

の

事務事業名 983 文化財サポーター事業

予算科目 01-100503-18 ・活用に要する

市長公約

担当部課

係名、

教育局文化財課

活用係
I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規 。継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 職員のみ

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画

04質 の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等
SDCs

対象 市民

目的
市民が歴史や文化財に触れる機会、市の文化財行政を知る機会を作る。

概要
(取組内容 )

解説ボランティア育成を目的とした講座・研修の開催
講座修了者からボランティア登録者を募り、展示施設や文化財の解説のほか、学校支援業務への協力、文
化財の見回り、イベント時の補助、展示作成時の補助などを実施

コ ス の

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千円) 0 0 294 244 300

決算額 (千 円) 0 17 145 0 0

一般財源 (千円) 0 17 145 0 0

国庫、県支出金、地方債 (千 円) 0 0 0 0 0

事

業
費 内

訳
その他 (千円) 0 0 0 0 0

人件費計 (千 円) 0 5,496 5,509 5,509 5,509

正職員従事割合 (人 ) 0,00 0,80 0,80 0,80 0.80

正職員時間外勤務 (千 円) 0.00 28.00 28.00 28.00 28,00

人
件
費

内

訳
会計年度任用職員有無 (人 )

睡
い

饉
い

饉
い

睦
い

睡
ド

の

共有、理解
市ホームページ等でのボランティア制度の周知

企画・立木安、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 文化財サポーター参加人数 (   人   ) 活動結果指標
R01年度 R02年度 R03年度  に  R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 15.C 20,d 25,0 30.0 35.C

実 績 10.0 15,C 0.00.01 0,C 0,C
1

指標の
概要

(I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)文化財サポーターとして活動する人数

2疹
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指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.(l 0,(l 0。 C 0.ll 0,C

実 績 0.0 0,0 0,C 0,C 0.0 0。 C

指標の

概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.C

実 績 0。 ( 0,C 0.0 0.0 0,0 0.C

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0,C 0,0 0.0 0.0 0.C

実 績 0.C 0.C 0,0 0.0 0,0 0.C

指標の
概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0.0 0,C 0,C 0.C 0.C

実 績 0.0 0.0 0。 C 0。 C 0.C 0.C

指標の

概要

の と

前年度の課
題への対応

解説ボランティア講座1回 を開催 した。

成果

10月 ～ 3月 に谷田部・桜地区の解説を目標とした第 2回解説ボランティア養成講座を開催、修了者 6 .々

のうち新規登録者 5名 で、計15名 とならた。■月にはボランティア参加の展示解説を実施した。また、年
間を通じて、民間のボランティア団体 「常陸小田城親衛隊の会」と連携 し、小田城跡での解説や会員への

研修等を実施。市の事業に市民が参加 し、文化財への理解と愛着を深める機会とすることができた。

業務

今年度はコロナ禍のため解説の機会が大幅に減少し、文化財サポーターが活躍できる場面が少なかつた。
登録者が少ないため、今後とも登録者を増やすために研修の実施が必要であるとともに、登録者の知見
の向上を自指す研修も必要となる。課

題

組織、
予算等

改善目標
引続き解説ボランティア養成講座を定期的に開催 し、登録者向けのステップアップ研修も実施する。

市民ニーズ 5
十分に高く、今後も増加が見込まれる。

進捗状況 3
やや遅れたが、今年度の事業計画は達成された。

市の関与 5
市が直接担うがき事業である。

優先度 4
市民生活への影響等を鑑みて、優先的に取組むことが必要と判断される6

方向性

理 由

市の事業全般に市民参加は求められており、市文化財保存活用計画でも本事業を重要視している。現在は
人数が少なく、継続的に(実施していくが、将来的には拡充を検討すべき事業である。

〔
ね



令和 2年度 事務事業マネジメントシー ト

の概要

コ ス

の

の

事務事業名 863 文化財展示施設管理事業

予算科目 01-100503-16 文化財展示施設管理に要する経費

市長公約 76

担当部課

係名

教育局文化財課

活用係

I-2 3 5 文化財の保存と活用の充実 新規・継続 継続

事業分類 自治事務 (任意)戦略プラン

事業体制 一部委託

事業期間 毎年度
個別計画

つくば市文化財保存活用計画
04質の高い教育をみんなに

H住み続けられるまちづくりを

根拠法令等

つくば市文化財展示施設条例及び同条例施行規則
SDGs

対象 市民、施設利用者

目的
市内の出土文化財、史料、民俗資料等や復元整備 した史跡の保存と展示を行 う、市文化財展示施設等の収
蔵資料や施設の維持管理

概要
(取組内容)

収蔵資料の収集及び適切な管理
申請に応 じた施設使用・資料利用への対応  、
施設の維持管理のための法定点検、植栽や設備の維持管理、機械警備、収蔵資料の燻蒸処理等を専門業者
に委託 して実施
※桜歴史民俗資料館には、桜窓ロセンターが含まれる。

項 目 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

予算額 (千 円) 0 0 62,115 61,132 68,261

決算額 (千円) 103,767 51,270 64,305 0 0

0 0二般財源 (千円) 103,698 51,183 59,081

回庫、県支出金、地方債 (千 円) 0 0 5,181 0 0

事
業
費 内

訳
その他 (千 円) 74 87 43 0 0

人件費計 (千円) 5,598 5,211 5,563 5,563 5,563

正職員従事割合 (人 ) 0.70 0,75 0.80 0.80 0.80

50.00 50.00正職員時間外勤務 (千 円) 265,00 50.00 50.00

人
件
費

内

訳

会計年度任用職員有無 (人 )
饉
い

健
い

睦
滞

睡
い

磁
い

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価、検証
文化財保護審議会での市民委員参加

指標名 収蔵資料利用件数 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 45。 C 50.0 50.(l 50.0 50,C 50.C

実 績 48。 C 21,0 0.0 0。 (l 0,C 0。 (
1

指標の
概要

(個別施策 I-2-③文化芸術の推進及び文化財の保存と活用)収蔵資料の関覧・写真撮影複写・掲載及び貸
出等の利用件数

曲

癌



2

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0,0 0。 C 0。 C 0,9 0。 C 0,C

実 績 0。 C 0,C 0.C 0.(l 0,C 0,C

指標の
概要

3

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0.0 0.0 0,0 0,C 0.(

実 績 0.0 0。 C 0.0 0.( 0.0 0。 (

指標の
概要

4

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.C 0。 (l 0.C 0.C 0.0 0。 (

実 績 0。 C 0,0 0。 C 0,C 0,0 0.(

指標の

概要

5

指標名 ( )

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

目標値 0.0 0 ( 0.0 0。 ( 0。 C

実 績 0.0 0.C 0.0 0.0 0。 C 0。 C

指標の
概要

の

前年度の課
題への対応

自主点検マニュアルによる施設の状況把握を継続 した。

成果

桜歴史民俗資料館の空調設備工事等の実施により、施設や収蔵資料を良好な状態に保つとともに、資料
貸出業務を通じて市内外の方々に市の歴史と文化への理解を深めてもらい、あわせて学術の発展に資する
ことができた。長い間の課題であった保管施設について、旧豊里庁舎の利用を開始した。また『史跡辛沢
官衛遺跡保存活用計画』を策定し、今後の保存や活用の方向性を示すことができた。

業務

施設の修繕計画について、詳細な検討にまで至:ら なかつた。

課

題

組織、
予算等

改善目標
引き続き、市公共施設マネジメント及び『文化財保存活用計画』と連動させながら、施設修繕計画を検

討していく。

市民ニーズ 4 十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

進捗状況 4 年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与
市の関与の必要性が高い事業である。

優先度 3
市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続 して実施する必要がある。

方向性 継続

理 由

市の所有する施設 と歴史的な価値を有する資料の適切に管理するには、継続的な事業の実施が必要である
ため。

覚 G



 

令和３年度第１回文化財保護審議会資料 

 

令和３年度 文化財課事業計画概要 

令和３年(2021年)４月 28日：つくば市役所職員研修室 

 

１ 文化財の調査 

（１）各種文化財基本調査事業 

   ・ 巨樹・古木等調査は一般向け図書の原稿作成。刊行は来年度。 

（２）埋蔵文化財調査・保存事業 

   ・ 通常の開発等対応に、畑地帯総合整備事業に伴う上郷陣屋跡の本発掘調査

が加わる。 

   ・ 上郷陣屋跡本発掘調査は、地元負担分 12.5%は文化庁補助事業として市直

営で、その他 87.5%は県負担金を受けて市が民間調査機関へ委託。 

（３）小田城跡確認調査事業 

   ・ 国庫補助金の減額査定により、規模を縮小して継続。 

（４）市史編纂事業 

   ・ 昨年度先送りとした古来村の近世文書の史料集１冊を刊行。 

 

２ 文化財の保存 

（１）文化財保護審議会事業 

   ・ ３回開催を予定。平沢官衙遺跡再整備事業基本計画等を検討。 

（２）市管理文化財維持管理事業 

   ・ 必要な維持管理業務を引続き実施。 

   ・ 小田城跡の一部で、住民と連携した草花による環境美化を試験的に実施。 

（３）小田城跡保存事業 

   ・ Ｃ地区の１筆約 340㎡を買収予定。 

（４）金田官衙遺跡保存事業 

   ・ 区画整理事業地内公有化の最終年度。例年より広い約 1.5haを買収。 

   ・ 買収面積の増に伴い従来とは異なる「先行取得償還」という国庫補助制度

を活用。今年度は全額市債で買収し、来年度以降の償還金に８割の補助を受

ける。 

（５）民有文化財補助事業 

   ・ 大塚家住宅火災報知器点検、民俗文化財活動への補助を予定。 

   ・ 県指定文化財「筑波山神社内春日・日枝神社本殿及び両拝殿」の火災報知

設置、市指定民俗文化財「田倉の三匹獅子」の獅子頭調達について調整中。 

資料２ 



 

 

３ 文化財の活用 

（１）文化財展示講座等事業 

   ・ 巡回企画展は、市内での発掘調査成果の公表を予定。関連体験学習会・講

演会も内容を検討中。 

・ 文化財講座は、古文書講座の新規開講を基本に検討中。 

   ・ 催事は、平沢官衙遺跡や小田城跡での恒例の催事を実施予定であるが、新

型コロナウイルス感染症の状況により開催可否を判断。 

（２）学校での伝統文化教育支援事業 

   ・ 教員対象の研修会、教材の作成を予定。 

   ・ 施設紹介の映像資料について、生涯学習推進課が実施する「ちびっ子博士

事業」で作成・公開を検討中。展示施設についても作成を検討。 

（３）文化財サポーター事業 

   ・ 桜地区・谷田部地区を対象とした解説ボランティア養成講座を引続き開講。 

   ・ ボランティア登録者等を対象とした研修会を開催。 

   ・ ボランティア登録者の主な活動機会と考えていた学校での見学がコロナ禍

の影響で激減。これに替わる活動機会を検討する必要がある。 

（４）文化財展示施設管理事業 

   ・ 必要な維持管理業務を引続き実施。 

（５）平沢官衙遺跡再整備事業 

   ・ 文化財展示施設管理事業から分離して新設。 

・ 概ね 5年計画で経年劣化が進む復元建物屋根等の改修を主とした再整備事

業を実施。 

・ 初年度となる今年度は、基本計画・基本設計を作成。 

・ 事業の進行に際しては、「平沢官衙遺跡保存活用計画策定懇話会」を引き

継ぐ「（仮）平沢官衙遺跡再整備懇話会」に意見を聴く。 



継続する取組み 新規開始・充実・強化を図る取組み・早期
事務事業

進捗状況評価
審議会意見

１ 各種文化財調査事業 12 文化財調査 12 01 各種文化財基本調査

・悉皆調査
・調査成果の報告書・パンフレット等による市
民
　向けの情報発信

・市内の大学・研究機関との連携をより密に 4

２ 埋蔵文化財調査事業 12 文化財調査 12 02 埋蔵文化財調査・保存
・開発対応の調整・調査業務
・業務の効率化・体制整備を検討

・史跡周辺埋蔵文化財の内容確認調査 4

15 小田城跡 15 04 小田城跡確認調査 － － 4

３ 文化財現況確認事業 12 文化財調査 12 01 各種文化財基本調査 ・茨城県文化財保護指導委員との文化財巡視 － ４

４ 市史編纂事業 14 市史編纂 14 ・市史編纂の基礎となる史・資料調査 － 4

１ 各種文化財保存事業 11 文化財保護審議会 11 － － 4

13 文化財維持管理 13 01 市管理文化財維持管理
・指定名称の見直し
・文化財の適切な維持・修理
・復元や案内板・解説板の設置等の環境整備

・市指定・認定基準を早期に検討し制度を円滑
　に活用
・各種文化財成果をもとに重要物件を指定制度
　や認定制度等での積極的な保護を検討
・文化財台帳内容の補充
・市内の研究所・機関と保存科学分野での連携

4

２ 史跡保存事業 15 小田城跡 15 01 小田城跡保存 ・小田城跡の保存上必要な土地の公有化 － 4

17 金田官衙遺跡 17 ・金田官衙遺跡の保存上必要な土地買収 － 4

３ 埋蔵文化財保存事業 12 文化財調査 12 02 埋蔵文化財調査・保存 ・開発等手続きの徹底化 ・遺跡地図の改訂版作成 4

４ 民有文化財保存事業 13 文化財維持管理 13 02 民有文化財補助
・所有者等による修理・保存事業に対する助
言・
　補助金等の支援

－ 4

１ 文化財普及・周知事業 18 歴史文化教育・活用 18 02 文化財展示講座等

・巡回企画展・講演会等の実施
・各種講座や講演会等の開催
・歴史ひろばで定期的にイベントを開催・地域
振
　興の拠点として活用
・パンフレット等資料作成

・発掘現場見学・体験学習・民間所有文化財公
　開等の実施
・市ウェブページを更新して周知
・文化財展示施設の活用施策充実

4

２
学校での伝統文化教育支
援事業

18 歴史文化教育・活用 18 01
学校での伝統文化教育
支援

・つくばスタイル科等授業での施設解説や出前
講
　座の実施・教育研究会社会科研究部・ちびっ
子
　博士事業との連携を推進
・子ども向け資料作成・社会科副読本協力

・大学・高校と連携し、大学生・高校生が海外
　留学生や小・中学生への解説を担い、両者共
　に歴史や文化財への理解を深める事業を検討

4

３ 文化財サポーター事業 18 歴史文化教育・活用 18 03 文化財サポーター
・ボランティア・市民団体と連携した事業を拡
大
　・実施

・文化財サポーター育成講座の開催
・ボランティアによる民具の使い方の実演や戦
　争・学園都市建設前後の体験談等の学校教育
　支援等プログラム化検討
・集落祭礼活性化を検討

3

４ 文化財施設管理事業 16 文化財展示施設管理 16 ・施設の適正管理

・文化財保管施設を廃校利用を視野に入れ早急
　に確保
・平沢官衙遺跡保存活用計画策定及び再整備事
　業着手

4

３

文化財を
適切に後
世に伝え
る

文化財を
市民のた
めに活用
する

２

文化財保護審議会

金田官衙遺跡保存

文化財展示施設管理

『文化財保存活用計画』記載施策の進捗管理表

市予算事業

○評価時期：令和３年（2021年）４月・令和２年度事業実績

文化財
の現状
や価値を
正確に把
握する

基本施策 施策

１

R１から市の事務事業

市史編纂 ※　事務事業評価での進
捗評価は自課による１次
評価であり、確定したも
のではありません。

資料３

事務事業進捗状況評価 凡例

５ 年度当初の計画を上回る進

捗で事業を実施することがで

きた。

４ 年度当初の計画通りに進める

ことができた

３ やや遅れたが、今年度の実

施計画を達成した

２ 計画から遅れている。（未達

成）

１ 計画から大幅に遅れている。

（未達成）



予算事業 事務事業 予算事業 事務事業 予算事業 事務事業 予算事業 事務事業

事業 11 文化財保護審議会に要する経費 854 文化財保護審議会事業 228 228 152 152 △ 76 △ 76 66.7 66.7 開催回数の減

981 各種文化財基本調査事業 620 550 △ 70 88.7 建造物の増、巨樹・古木の減

982 埋蔵文化財調査・保存事業 8,981 10,398 1,417 115.8 調査件数の増

856 市管理文化財維持管理事業 5,910 5,171 △ 739 87.5 委託料の契約差金等

857 民有文化財補助事業 1,271 1,882 611 148.1 建造物火災報知器設置補助の増

事業 14 市史編纂に要する経費 859 市史編纂事業 687 687 119 119 △ 568 △ 568 17.3 17.3 史料集印刷見送り

862 小田城跡確認調査事業 4,036 579 △ 3,457 14.3 国補助金減に伴う業務量の減

860 小田城跡保存事業 28,463 23,950 △ 4,513 84.1 土地購入単価の減

事業 16 文化財展示施設管理に要する経費 863 文化財展示施設管理事業 62,115 62,115 64,305 64,305 2,190 2,190 103.5 103.5
桜資料館換気設備工事の増、委託
料契約差金等の減

事業 17 金田官衙遺跡に要する経費 864 金田官衙遺跡保存・活用事業 185,746 185,746 182,121 182,121 △ 3,625 △ 3,625 98.0 98.0 土地購入単価の減

865 学校での伝統文化教育支援事業 209 0 △ 209 0.0
教員研修の中止、資料作成を小田
城パンフ増刷に振替え

866 文化財展示講座等事業 4,177 3,349 △ 828 80.2 催事委託料の減等

983 文化財サポーター事業 294 145 △ 149 49.3 ボランティア謝礼・研修用バスの減

事業 13 文化財維持管理に要する経費

合　計

事業 15 小田城跡に要する経費

事業 18 歴史文化教育・活用に要する経費

増減（決算－当初・千円） 執行率（％）
予算事業 事務事業

10,948 1,347 114.0

Ｒ２決算（千円）

事業 12 文化財調査に要する経費

Ｒ２当初予算（千円）

9,601

98.2

24,529 △ 7,970 75.5

74.7

7,054 △ 127

96.7

1

292,722 △ 10,015

R２当初予算・R２決算の比較（歳出）

主な増減の内容

3,494 △ 1,186

7,181

32,499

4,680

302,737

資料４

（千円）

合計 国県補助 起債 その他特定財源 市一般財源

Ｒ２当初予算 302,737 178,826 33,400 407 90,104

Ｒ２決算 292,722 175,272 32,700 206 84,544

増減（決算－当初） △ 10,015 △ 3,554 △ 700 △ 201 △ 5,560

R２当初予算・R２決算の比較（歳入）



予算事業 事務事業 予算事業 事務事業 予算事業 事務事業 予算事業 事務事業

事業 11 文化財保護審議会に要する経費 854 文化財保護審議会事業 228 228 228 228 0 0 100.0 100.0

981 各種文化財基本調査事業 620 513 △ 107 82.7 悉皆調査委託料の減

982 埋蔵文化財調査・保存事業 8,981 32,798 23,817 365.2 上郷陣屋跡調査の増

856 市管理文化財維持管理事業 5,910 5,199 △ 711 88.0 委託料・工事請負費の減

857 民有文化財補助事業 1,271 1,042 △ 229 82.0
挿し茅修繕の減、火災報知機設置
補助の増

事業 14 市史編纂に要する経費 859 市史編纂事業 687 687 665 665 △ 22 △ 22 96.8 96.8 各項目を圧縮し減額

862 小田城跡確認調査事業 4,036 4,016 △ 20 99.5

860 小田城跡保存事業 28,463 6,301 △ 22,162 22.1 購入面積の減

863 文化財展示施設管理事業 62,115 61,132 △ 983 98.4 平沢保存活用計画の減

047 平沢官衙遺跡再整備事業 - 7,137 7,137 - 再整備事業着手により分離・新設

事業 17 金田官衙遺跡に要する経費 864 金田官衙遺跡保存・活用事業 185,746 185,746 426,095 426,095 240,349 240,349 229.4 229.4 購入面積の増

865 学校での伝統文化教育支援事業 209 209 0 100.0

866 文化財展示講座等事業 4,177 3,914 △ 263 93.7 催事委託料・講師謝礼等の減

983 文化財サポーター事業 294 244 △ 50 83.0 バス賃借料・ボランティア謝礼の減

109.9

181.4

事業 16 文化財展示施設管理に要する経費 68,269

Ｒ２当初予算（千円） 増減（R3－R2・千円）

事業 12

事務事業
Ｒ３当初予算（千円）

33,3119,601 23,710

R２当初予算・R３当初予算の比較（歳出）

事業 18 歴史文化教育・活用に要する経費

割合（％）
主な増減の内容

347.0

86.9

31.7

文化財調査に要する経費

△ 557

予算事業

32,499 △ 22,182

合　計 549,249

7,181 △ 940

302,737 246,512

62,115 6,154

事業 13 文化財維持管理に要する経費

小田城跡に要する経費

4,123

6,241

事業 15

4,680 113.5

10,317

（千円）

合計 国県補助 起債 その他特定財源 市一般財源

Ｒ２当初予算 302,737 178,826 33,400 407 90,104

Ｒ３当初予算 549,249 38,176 426,000 292 84,781

増減（R3-R2） 246,512 △ 140,650 392,600 △ 115 △ 5,323

R２当初予算・R３当初予算の比較（歳入）



市指定文化財八坂神社拝殿での消防法に基づく火
災報知設備設置に対して補助。

3/28、市指定無形民俗文化財「田倉の三匹獅子」の
36年ぶりのお披露目。衣装等の一部を補助。

小田解脱寺の解体に際し、彫刻がある部材を回収。
2/26谷田部地内で飼育されている国特別天然記念
物タンチョウ１羽が逃亡、3/7若栗地内で無事捕獲。

五角堂土壁の修理状況。
県指定史跡五角堂の土壁の一部が４月の風雨で一
部崩落。その他でも亀裂が発生。

資料５

令和２年度文化財調査・保存事業

国重要文化財大塚家住宅で茅葺き屋根北面を主に
茅の脱落等の経年劣化が進行。

大塚家住宅屋根北面の挿し茅修繕状況。
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資料 6
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          令和３年度買収予定地　　　    令和２年度買収地   　　　 令和元年度までの買収地　　太線：史跡指定範囲

資料７

100

１６２１１６２８

令和３年度国史跡金田官衙遺跡

保存用地買収予定地

桜中学校

１６２１１６２８

さくらの森29番4

さくらの森28番3

さくらの森28番8

地番 地積（㎡）

さくらの森28番3 9,253.20

さくらの森28番8 3,625.12

さくらの森29番4 2,392.29

合　計 15,270.61

令和２年度

追加指定地



資料８

令和２年度文化財活用事業

小田城写真展・新収蔵資料展（8/6～9/22・小田城
跡歴史ひろば案内所学習室）共催

サイエンスラボ　勾玉作り体験（8/1・小田城跡歴史
ひろば案内所学習室）会場提供・講師派遣

「つくばの夜空に輝きを」（11/22・小田城跡歴史ひろ
ば）会場提供

どんど焼き（1/16・小田城跡歴史ひろば）会場提供

常陸小田城親衛隊研修会（11/6・宇都宮市）
つくば市文化財解説ボランティア養成講座（10/13～
3/9・桜歴史民俗資料館ほか）

巡回企画展「石とともに生きる-筑波山の石材と人々
との歩み-」（10/3～1/17・小田城跡歴史ひろば案内
所、谷田部郷土資料館）

講演会「自然と人をつなぐ筑波山地域の石」
（11/14・つくばカピオホール）
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 会 議 録 

会議の名称 文化財保護審議会（第２回） 

開催日時 令和３年(2021 年)10 月 14 日 開会 13：30 閉会 15:30 

開催場所 つくば市役所６階 第２委員会室 

事務局（担当課） 教育局文化財課 

出 

席 

者 

委員 藤川昌樹（会長）、田中ひとみ（副会長）、毛塚裕之、 

徳丸亜木、岡野一穂、大関武、杉原薫、大村千博、 

黒江将太、柴原正好 

その他  

事務局 森田教育長、石橋文化財課長、広瀬同課係長、山本同課主務、

久保田同課主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

（１）令和３年度事業の中間報告について 

（２）令和４年度事業案の概要について 

（３）平沢官衙遺跡再整備基本計画・基本設計について 

（４）その他 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

 

会

議

次

第 

 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

（１）令和３年度事業の中間報告について 

（２）令和４年度事業案の概要について 

（３）平沢官衙遺跡再整備基本計画・基本設計について 

（４）その他 
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４ その他 

５ 閉会 

 

３ 議事 

（１）令和３年度事業の中間報告について 

事務局：資料に基づき説明。 

会長：今の説明に対して、御質問・御意見お願いいたします。 

委員：何点かあります。市史編さん事業は、今年度は以前担当された先生が整

理したものを刊行とのことですが、先生が整理されたものは何年分ぐらいあ

りますか。 

事務局：先生が、「これは出した方がいい」とおっしゃっていたものが、今年度

と来年度の２年分です。それ以外は、権利の関係や所持者不明の史料も存在

しています。 

委員：分かりました。先生が務められていた古文書講座の後任は誰ですか。 

事務局：一昨年入庁した、近世史専門の職員です。 

委員：分かりました。続いて、文化財サポーター事業の登録者が 15 名で、登録

者対象の研修会が半分の７名なのは、少し寂しい気がします。後、一番気に

なったのは、埋蔵文化財調査事業で課長自らが現場で調査に当たったとのこ

とですが、何日ぐらいですか。 

事務局：簡単に終わる見通しが立っていた、２日程度の現場を３件行いました。 

委員：課長自ら現場に出て、発掘調査せざるをえない状況というのは、どうか

と思います。本来の課長の業務がおろそかにならないかどうかの心配があり

ますが、いかがですか。 

事務局：おろそかにならないようなスケジュールで３回入れました。 

会長：他にはいかがでしょうか。 

委員：文化財展示施設紹介の動画を作成されたとのことですが、市役所のホー
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ムページなどからいつでも見られるものですか。 

事務局：ちびっ子博士事業の開催期間中は、ちびっ子博士 YouTube チャンネル

内で見ることができましたが、期間が終了したため現在は視聴ができません。

ただ、その動画を文化財課で使うことについての了承はもらっていますので、

活用していきたいと思います。 

委員：公開になれば、学校でも先生方が授業で使用できると思いますので、期

待しております。 

会長：ありがとうございます。ほかにないようでしたら、「（２）令和４年度事

業案の概要について」御説明お願いします。 

 

（２）令和４年度事業案の概要について 

事務局：資料に基づき説明。 

委員：市史編さん事業に「寺具陣屋日記」とありますが、本多家側と代官側、ど

ちらの史料ですか。 

事務局：本多家ではなく、代官側です。なので、地元にあったものが流出してい

たということになります。 

委員：寺具地域には本多家関係の史料が多くありますし、寺具城跡は発掘調査

がなされています。今回、古文書を活字化することで、新たな知見も出てく

ると思います。 

事務局：先ほど出た先生によって作業されていたものの、未公表であったもの

を刊行することが、数年間の課題かと思っております。それと並行して、課

題なのが、以前確認していた古文書の所在についてです。40 年ほど前に立正

大学が調査した当時の封筒に入ったまま、その後古書店に流出した例もあり

ますので、もう一度古文書の所在を調査しないといけないと考えています。

スケジュールなども検討が必要ですが、課題の一つと認識しております。 

会長：「寺具陣屋日記」は、１年では刊行が終わりそうにないぐらいの量があり
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ますか。 

事務局：詳細には検討していませんので、ページ数は確認します。 

会長：分かりました。他に御意見ないようでしたら、本日は平沢官衙遺跡の再

整備がメインの議題とのことですので、議事を進めます。平沢官衙遺跡再整

備基本計画・基本設計について御説明をお願いいたします。 

 

（３）平沢官衙遺跡再整備基本計画・基本設計について 

事務局：資料に基づき説明。 

会長：御質問等、どこからでも構いませんが、ぜひお願いします。 

委員：ちょうど今日、中学１年の奈良時代の授業で、「つくばに平沢官衙遺跡が

あるのを知ってる？」と質問したら、残念ながらほとんどの生徒が知らない

とのことでした。ＴＸ沿線地区をはじめ、元々つくば市内に住んでいらっし

ゃらない保護者の方が、今後も増えてくると思います。学校、特に保護者へ

の広報に力を入れていただきたい。特設サイトを作るとのことですので、期

待しています。学校側も、子供たちに話をするのに協力は惜しみませんので、

ぜひお願いしたいです。後は、家族連れが参加できるイベントの企画も充実

していただければと思います。 

事務局：今回の整備において、修理が多くなるのはやむを得ないと思いますが、

その中で多岐に渡る発信の場所を作ることが、新しい部分になってきます。

おそらく特設サイトという形になるかと思いますが、どのような内容で実施

させるかはこれから検討していきます。開園当時より、周辺の環境も変わっ

ています。例えば、平沢官衙遺跡を整備した時は、まだ小田城跡が整備され

ていなかったり、金田官衙遺跡が指定されていなかったりするほか、周辺の

調査の進展もございますので、更新された情報を発信する場を作るというこ

とが、今回の隠れた目玉であると思います。 

会長：他には、いかがですか。 
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委員：資料３-２、事業の概要（３）です。策定に当たり、有識者４名の先生は

変わらないとのことですが、懇話会名簿の専門分野が、保存活用計画では「造

園学」、一方資料３では「庭園学」となっています。表記はどちらに統一しま

すか。 

事務局：どちらかというと環境や景観が御専門ですので、遺構としての「庭園」

というよりは、「造園」という表現の方が適切かと思います。修正します。 

会長：他にいかがでしょうか。 

委員：以前の審議会で、平沢官衙遺跡の現地見学をした際、私自身そのスケー

ルに感動しましたし、ぜひこのような史跡を子供たちに見せたいと思いまし

た。ＱＲコードを使用するとのことですが、色々なお子さんがおりますので、

できれば音声データもつけて、音声で聞ければよいと思います。また、３ペ

ージに防鳥ネットとありますが、防腐剤と同様、防鳥ネットも張り替えるの

でしょうか。 

事務局：防鳥ネットの寿命はプラスチック製のもので 10 年程度です。根本的な

修理が 20 年ごとですので、一度張り替えが生じます。 

会長：音声による説明についてはどうでしょうか。 

事務局：コンテンツとして、何をどれだけ発信していくかは、これから検討し

ていく段階になりますが、音声はそんなに難しくないかとは思っています。

ＶＲ・ＡＲを作らない代わりに、新しい情報を盛り込んだ上で、多言語化と

音声ガイドに力を置く方向で考えていきます。 

会長：ありがとうございます。他にお願いします。 

委員：普段から、車椅子の方が復元建物まで行くのを大変そうだと思っていま

したので、今回の再整備でバリアフリーの目線は、大事になっていくと思い

ます。音声についてもですが、ボタンを押したら開設の音声が流れる機械な

どは、すぐに壊れてしまいますので、作っても維持が大変になると思います。

ＱＲコードなどでアクセスすれば、音声が流れるようなアプリも数多くある
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と思いますし、障害者の方が気軽に使えるユニバーサルデザインの部分は、

もう少し検討するべきかと思いました。また、解説板について。園内にタブ

ノキが１本植えられていますが、その解説板は必要ないですか。せっかく意

味があって植えられているのに、看板がないと素通りしてしまいます。 

事務局：まず、ユニバーサルデザインや車椅子についてお答えします。現在、車

椅子の方がいらしたときの対応は、遺跡の北東側ところから、園路を来てい

ただいて、遺跡の中に入ったり、建物の推移を確認したりしていただくこと

はできます。復元建物を開扉した時に見学できる階段を、特注で作ろうと思

っていますが、やはり車椅子の方や足腰の弱い方が上がるのは難しいので、

検討課題として念頭に入れていきたいと思います。またタブノキですが、以

前プラスチック製の看板を設置し、またタブノキ自体を案内所に置いて説明

していたこともあります。今回の計画案では抜けていましたが、紹介したい

と思います。「タブノキ」とＱＲコードを載せたプレートで案内する仕組み

もできると思いますので、コンテンツを作っていく中で検討したいと思いま

す。 

委員：情報発信としてインターネットを活用すること自体は非常によろしいか

と思います。ですが、平沢官衙遺跡には有人の案内所があって、解説される

方もいらっしゃるので、役割分担や連携についてはどうでしょうか。有人の

解説も非常に価値がありますし、大勢に解説するにはインターネットの併用

も非常に有効ですので、役割分担や今後の連携の仕方が気になりました。ま

た、今回は平沢官衙遺跡の再整備ですが、市内には小田城跡や金田官衙遺跡

といった国指定史跡が他にもあります。今後、小田城跡や金田官衙遺跡につ

いてのＷＥＢサイトは作成しないのか、計画があるなら視野に入れた何らか

の設計があるのか否かは、どうでしょうか。 

事務局：平沢官衙遺跡の関連文化財ということで紹介はすると思いますが、今

回は補助事業で行いますので、小田城跡や金田官衙遺跡それぞれの専用サイ
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トを同時に作るというわけにはいかなくなると思います。 

委員：もちろん分かりますが、平沢官衙遺跡だけではなく他の遺跡や文化財で

もやってほしい、という声が何らかの形で多く上がるように思います。将来、

他から予算が来れば同様にできる設計や考え方はないでしょうか。 

事務局：今回の事業では、平沢官衙遺跡を目的としないと、補助金の目的外に

はなってしまいます。ですが、実際ＷＥＢサイトの作成運営に、どれほどの

コストがかかるかは不明であるものの、ノウハウを掴んでしまえば簡単にで

きるのではないかとも思います。ある意味、平沢官衙遺跡を実験として、小

田城跡や金田官衙遺跡についても、低コストでできるのであれば有効とは思

っていますので、今後好評となれば反映できたらと思います。後、有人の解

説ですが、これまで 17 年間ＮＰＯの方々に解説していただきました。団体は

事前申込の上で、文化財課ないしＮＰＯで解説するという仕組みがあります。

個人の見学者につきましては、来た時に案内所駐車場の看板で遺跡の概要を

説明してから、復元建物を見てもらうということはありますが、実際に建物

の周りでの説明は、特別開扉の機会でしかできていない状況です。NPO も恒常

的に人を配置するのは難しいため、市の委託設計にも入れていません。なの

で、市の文化財解説ボランティアがそこを補うかどうか、その場合は NPO と

の住み分けをどうするかが課題にはなってきます。やはり、人に説明しても

らった方が強く印象に残りますので、その機会を作る努力はしていきたいと

思います。 

会長：今のホームページの件で御質問ありますか。 

委員：ホームページに限った話ではありませんが、今後何かを作る上で、最初

の準備をしておくととても楽である、というのはあります。例えば、看板を

一つ作るにしても、トータルデザインを決めておいて、それを見るとつくば

市の大事な文化財だと一目で分かるデザインや配色は、すごく大事かと思い

ます。せめて、その建物の名前は展示も一緒に看板の中に入れるとか、その
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ような細部まで一通り踏まえておくと、より多くの人が来やすくなるという

ことにつながりますし、また、コロナ禍において非接触の情報伝達が話題に

なっています。個人で訪れる人は今後も増えると思いますので、そこに行け

ばすぐに情報が得られる状況を整備することは、実際にいる人を使うのと同

じくらい大事かと思います。 

会長：同意見です。放っておくと、それぞれ孤立したものが場当たり的にでき

てしまい、次に同じように作る時に体裁が揃っていないということが各地で

いろいろな形で起きていますので、ぜひそこは注意しながら進めてください。

また、アンケートをとって計画に生かすと説明がありましたが、アンケート

からどのようなことが分かって、その結果をどのように計画に生かすか、説

明いただけますでしょうか。 

事務局：今回の整備手法を選ぶに至るまでには検討の過程があり、その中で現

状の課題があって、課題に対してこういった理念で整理していくので、その

結果、このような整備手法をとっていくということを、懇話会では並行して

検討しています。今日、それを全て出すと量が多いことと、文章として固ま

りきっていない部分があるので、今回は具体的な整備のイメージを共有する

というところに、目的を合わせています。基本計画をまとめていくに当たっ

て、今後作成した文章を読んで、それに対して不整合がないかをチェックい

ただきたいと思います。その中で、アンケートの結果や現状の見解を事務局

から説明しますが、傷み具合やそれに対してどういった補修をしてきたかと

いうことも、基本計画の中に盛り込んでいきます。それについての用意が今

日はございませんが、次回の審議会では完成版に近いものを見てチェックし

ていただければと思います。 

会長：そのような内容ではなく、どのような意見があったかを聞いています。 

事務局：なので、資料として、次の審議会までにまとまったものを送りたいと

思います。 
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会長：ただ、すごく重要な意見があったら覚えているのでは。 

事務局：アンケートは、インターネットのほかに、平沢官衙遺跡とはじめ、小田

城跡歴史ひろば案内所・桜歴史民俗資料館で実施しました。１か月で 60 件ほ

どの回答で、内容は年齢や住まいなど属性、利用頻度、利用目的、平沢官衙遺

跡の魅力が不足しているもの、情報発信について何を望むか、次に平沢官衙

遺跡に関連してどのようなイベントを望むかというような形でアンケートを

とりました。属性は 60 代以上が多いかと思っていましたが、インターネット

での回答も多く、実際には 40 代ぐらいの方も多かったです。どちらも 15 件

程度ではありますが。 

会長：回答数が 60 件と聞くと、これ以上深掘りしても大したことが分からない

気もします。なので、より多くの方から回答をもらうにはどうしたらよいか。

今のお話を聞くと、すでにある程度関心があり、施設に来てくれている方の

回答ですよね。その時点でこの結果には偏りがあるので、ただアンケート取

ればよいわけではなく、どういう人の、どういう意見を、すくい上げようと

思っているかを、考えたほうがよいと思います。むしろ、そういった結果を

踏まえた内容を、審議会の場で議論することが必要なのではないかと思い、

質問しました。60 件の回答データを、きちんと整理することが大事というよ

りは、市民の意見をどうやったら反映させられるかを、アンケートのとり方

も含めて少し考えてみてほしいです。 

事務局：アンケート自体は、平沢官衙遺跡を一度見たことがある利用者が、ど

う感じたかを聞くものですので、利用者目線での過不足部分になります。そ

うすると母数が増えないというのは、ある程度は仕方がないと思っておりま

す。市民全体に問い掛けるとしたら、不作為の場合は平沢官衙遺跡そのもの

を知らない方がかなり出てくると思います。なので、アンケートの取り方に

ついては、今回の基本計画は、市民全体からの意見を生かせないということ

には、なってしまいます。 
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会長：アンケート自体は、インターネットでしたら追加で意見を求めてもよい

気もしますが、どうですか。 

事務局：検討します。 

委員：インターネットの情報発信が、非常に重要と何度も言っていますが、や

はり教育目的であることが大事だと思います。アンケート資料を見ますと、

回答項目に考古学的価値とか、遺構の解説とありますけど、学校教育の現場

でも使えるような内容、つまり専門的で難しいものにならないで欲しいと思

います。そうすると、一般の方も分かりますよね。ですから、学校教育の現場

の方々に見ていただいて、学校で利用しやすいものにしていただくのが一番

かと思います。外から来る方に対する案内かもしれませんが、まずは市内の

子供たち、学校現場、学校の教育で使えるものならば、外から来た一般の方

も、すごく分かりやすいと思います。つくば市では教育現場でインターネッ

トの活用もされていますし、基本的な情報が抑えられているかどうか、学校

現場の人にアンケートを取った方がよいかと思いました。 

委員：アンケートの対象を絞るなら、学校を通じて保護者へ連絡して回答を出

すこともできるのではないかと思います。それに対する質問テーマや集計作

業も増えてしまうと思いますが、お子さんを連れて休日に連れて行きたいで

すか、どういった場所だったら連れて行きたいですかとか、そもそも平沢官

衙遺跡があるのを保護者の方が知っていますかという質問をすることはでき

るのではないでしょうか。 

会長：いくつか御意見いただきました。スケジュールもありますし、アンケー

トだけを無理に申し上げるつもりもありませんが、可能な範囲で結構ですの

で、なるべく多くの市民の意見をすくい上げられるように、お願いいたしま

す。それから、今回の再整備で取り外せるようにするという鉄柵ですが、そ

もそも何故柵を作ることになったのですか。 

事務局：当時の担当者です。要は、復元建物を建てるとき、建物に入れるかどう
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かの法的規制を、建築関係の部局と話し合いました。単純に言いますと、建

築基準法に合致する建物ではないので、人が入れるようなものは造れないと

いうことになりました。一番具体的なのは、屋根を不燃材にすることです。

市街化区域ですので、屋根を不燃材にするなら瓦葺きしかないですけど、瓦

があまり出ていないので、出土物からは、瓦葺きはできない。また、土倉のよ

うな開放的な箇所には、手すりをつけなければ人を乗せるような建物は不可

能。さらに人は入れないことを示すために、柵をつける指示がありました。

協議をした時点では案内所ができる予定もなく、人の管理の予定がなかった

こともあります。後に管理人を置くようになったら、管理人がいる時間は立

入り可、それ以外は不可能ということで、１棟ずつ囲むよりは全体を広く囲

んだ方が景観としてもよいだろうということで、現在に至ります。意匠につ

いては、担当したデザイナーのセンスです。 

会長：形状からしてイノシシ除けかと思いましたが、そういうことではないで

すね。 

委員：当時の建築指導課では、古代の工法で復元するものですから、建築許可

は出せない、という結論です。今、事務局から説明があったように、不特定多

数の人を絶対入れていけませんという意思表示として、鉄でも竹でも何でも

よいので、柵で囲ってください、という経緯です。 

会長：よく分かりました。 

委員：平成 15 年（2003 年）に開園して 20 年というと、個人的には一般の民家

より比較的新しい年数ではないかと思います。ただ、一般の民家ではないの

で、20 年経つとあれだけ雨がしみたり、土台が朽ちたり、鳥や虫の害などの、

現況は仕方がないでしょう。平沢官衙遺跡に限らずこういった文化財につい

て、先ほどアンケート結果が出ましたけれども、文化財の復元にどれだけ費

用をかけてよいのか。そういうことを聞くと、世代によって違った答えが返

ってくると思います。例えば素材は木材ではなくて、コンクリートやアルミ
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ニウムといった、耐久性を重視したほうがよいという人もいますし、あるい

は史実に忠実に、奈良・平安時代の建物を、できるだけ復元すべきという人

もいますし、いろいろだと思うのです。結論としては、茅葺屋根の木造建築

物に対しては、鳥害から屋根を守るためにネット処理やウレタン処理、アル

ミの階段、モックル処理液で耐用年数を延ばすとか、コンクリートをビシャ

ン仕上げとか、文化財の復元において新しい方法を採ることも、耐久性を考

えるとやむを得ないのではないですか。他自治体の史跡も、よく見るとやは

り史実に忠実というよりも、現代的な建築手法もあるように、少なくとも写

真からは見受けられます。平沢官衙遺跡に限らず他の施設でも同じですけれ

ども、老朽化したものは壊れたり足を踏み外したり、けがをしてしまうだろ

うなというものもあります。利用者の安全面や公共施設の維持ということを

考えると、現在の科学的処理や材料を使用して進めることは、致し方ない印

象があります。 

委員：柵については私も気になりましたが、当初から管理上必要だろうと思い

ますので、柱の部分まで入っているのも、同じ理由と考えてよろしいですね。

19 ページ上の写真を見ると、Ⅲ期の鋼管柱の部分まで柵が入ってきています

が、あまり建物の近くに柵を設置すると、柵の手前に立ったときに目に入っ

てしまうので、この位置にしたのかなとは思います。ですが、子供たちがこ

こに来た時に、このように柱がたくさん並んでいると喜んで間を駆け回った

り、柱の間の広さや全体の大きさを、楽しみながら感じたりすることができ

るかと思います。なので、それに代わるものとして、20 ページにあるⅡ期の

柱を作っていると思います。こちらはベンチとしても使えるように 20cm にし

たと書かれておりますので、おそらく、ここに来た子供たちは、こちらで遊

んだりするのかなと。具体的に、このⅡ期のこの場所は、出入りが自由かつ、

教育としてどういうふうに使える、体感できるのかを、何かの形で示すよう

なことがあってもよいかと思った次第です。ここは柵では囲いませんよね。 
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事務局：柵の中には、Ⅱ期の建物は入ってこないので、柵の外で斜面の右手辺

りの建物が一番多いということになります。 

委員：こういう場所があるのは非常によいと思います。もう１点、インターネ

ットの情報発信に関して、つくば市の文化財を単独のものとしてではなくて

面で捉えて、かつ活用していくという視点に立ちますと、遺跡と遺跡を実際

に交通機関でつなぐ、ということは非常に難しいですが、インターネット上

であれば、説明しながら、その辺りのイメージを与えることができると思い

ますので、すぐという訳ではないですが、御検討ください。 

会長：御意見が２つ続きましたが、事務局の方からお願いします。 

事務局：まず、史実にどれだけ基づくかというところですが、基本的には史跡

の持つ価値を伝えていくためには、事実に基づいていること、真実味がある

ところに魅力を感じてもらうというのが、一番大きな方向性になってきます。

例えば、何もないところに天守閣付きの城を建てる、というのとも全く違い

ますから。その中で、特に柱表示についてですが、以前は太い木で柱位置を

表示していました。整然として分かりやすいですし、子供が遊んだり、ベン

チにして催事を見たりという使い方もできていました。でも、結果的に木の

耐久性が弱くなり、それらの機能も維持できなかったというのは反省点です

ので、そういう部分で材質を変えることについては、懇話会の中でも検討し

て、御了承いただいています。なので、第一に史跡としての真実味を出すこ

と。その中で、どれだけ耐久性や安全面などに工夫ができるか、といった順

番で考えています。 

事務局：柱位置の平面表示ですが、文化庁や当時の指導委員会からは、木材で

はなく石材でもよいと指導は受けておりました。全国的には、そのような例

もあります。ですが、復元建物が木造ですので、合わせて木材にしたら、劣化

してしまいました。ですから、素材は木でも石でも構わないはずということ

は申し上げておきます。 
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会長：今回の再整備では、素材は鋼管ですか。 

事務局：高い方を鋼管、低い方をコンクリートで考えています。 

委員：やはり、教育目的で考えていけばよいのではないでしょうか。例えば、私

が生徒たちを連れて行った場合、どう活用するかと考えたら、つくば市では

ＧＩＧＡスクール構想として、今年度から１人１台の端末が渡されています。

それを持って写真を撮ったり、メモをしたり、ＱＲコードも使用して情報を

得たり、と考えると、やはりＷｉ－Ｆｉがあるとよいかと思います。昨年度、

文化財課に出前授業をお願いした時も、Ｗｉ－Ｆｉ環境がないからリモート

配信は難しいという話も出たので、あると便利だなと思っていました。費用

はかかると思いますが、ぜひ検討していただきたいです。 

事務局：Ｗｉ－Ｆｉですが、コンサルとの検討では出てきています。現在、Ｗｉ

－Ｆｉではなく携帯電話やスマートフォンで拾える電波はあるので、それを

個人で、会社既設のアンテナを利用する方向で考えています。工事に当たる

費用というよりは、Ｗｉ－Ｆｉの設置費だけでなくて、もう一つ課題があり

ましたが、セキュリティの問題で、それであれば、周りのアンテナを使うと

いうことで仕方ないとの結論に至ったかと思います。 

会長：費用は、今後どんどん安くなっていく気もしますので、より積極的にと

いうことであれば、整備する必要はあるでしょう。ぜひ前向きに再検討して

ください。 

委員：30 ページの情報発信について。先ほどから話が進んでいますが、今回の

大本になった保存活用計画は、市内図書館にも配架されていますか。昨年度

に成果品が上がっているはずですが。 

事務局：市のホームページには、ＰＤＦで全文掲載しております。ほかにも、各

図書館や関係機関には送付しております。 

委員：そうすると、市民の方が見ることは可能だということで、保存活用計画

のＰＲもされるとよいかと思います。それと、学校の話もありましたが、文
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化財課では、毎年夏に平沢官衙遺跡の学校用パンフレットをはじめとした、

文化財関係のパンフレットを、各学校に配布されていますね。それが各学校

でどのぐらい活用されているかというと、学校現場の受付の流れで、管理職

等は分かっていても、その次の社会科主任のところでストップしてしまって

いるのが現状かと思います。学校現場としては、せっかくあのような素晴ら

しいパンフレットがあるのに、社会科以外の先生方に普及しづらく、さらに

活用というところまで及ばないのは、歯がゆい気もします。それをイベント

といいますか、子供受けと考えるならば、平沢官衙遺跡のマスコット「かん

がちゃん」の存在を、ここの委員の先生方だってさほど知らないと思います。

中学生はさておき、小学生に「かんがちゃん」という素晴らしいゆるキャラ

がいるのに、このマスコットも活用しない手はないなと思います。費用や権

利の問題があるかもしれませんが、もしクリアできているのであれば一つの

案として、「かんがちゃん」を前面に出していくと、きっと子供受けはいいか

なと思いました。 

委員：つくば市のゆるキャラが全く浸透していないでしょう。 

委員：フックン船長もツクツクもいますが、ぜひ平沢ということで、「かんがち

ゃん」がいるので。 

事務局：「かんがちゃん」の話が出ましたが、以前、緊急雇用対策事業として学

校向けのパンフレットを、臨時職員にかなり自由度を持たせて作ってみてほ

しいということで作成をお願いしたときに、マスコット的にパンフレットに

出てきた非公式キャラクターという位置づけです。意図的に狙って作ったも

のではなく、文化財課として推していこうという意図はありませんでした。

ただ、切り抜いて平沢の掲示板のところに貼るといったような、隙間を埋め

るのにちょうどよい使い方をしています。著作権は大丈夫かと思いますので、

扱いは整理していきたいです。むしろ、市の中で独自キャラクターが乱立し

てしまうのはよろしくないという制約があります。 
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委員：ゆるキャラはさておき、素朴な疑問です。モックル処理液という、何か聞

いたことない、耳になじみのない言葉が出ています。３年ごとに校倉に塗り

替えていくそうですが、ホームセンターで売っているような油性の防腐剤と

は、違いますか。 

事務局：防腐剤です。 

委員：３年ごとに塗るなら、実施設計まで行ってないから費用の概算を出すの

は難しいでしょうが、見込みとしてどのぐらいかかるものですか。 

事務局：工事費の概算を出してもらっています。見積を取って精査などは、こ

れからしていく段階です。 

委員：３年ごとに塗り替えて、寿命はどのくらいですか。今のヒバ材は、20 年

持っていますよね。 

事務局：20 年以上は持たせるということです。目標は従来の約１．５倍です。

永久に持たせることは出来ないので、20 年を１サイクルとしたら、さらに１

サイクル遅らせて、工事ができるようになるかとは思っています。 

委員：すでに実施しているところもあるなら、そのデータは教えてもらえない

のですか。 

事務局：教えてもらえると思います。ただ、そこがもう 20 年以上経っているか

どうかもあるので、調べてみたいと思います。 

会長：ありがとうございます。時間が大分経ってきましたが、他にぜひと言う

ことがあればお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

委員：先ほど、学校現場ではパンフレットなどの資料が送られてきて、先生方

の利用状況は、という話がありました。市内には私立学校や県立中等教育学

校もあります。それから小・中学校のための教育委員会というは分かります

が、市民としての観点から、高校生以上、一般市民のいろいろな歴史講座の

中で、文化財課の資料を利用させていただきたい。もちろん、パンフレット

などは予算の関係でできるだけ小中学生だけに、というのは重々承知してお
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りますが、文化財課で作っている資料は、すごくよいものを作っているので、

高校の授業ですとか、一般市民も利用できたらと思います。 

事務局：まず学校での資料の利用状況ですが、そこで大事になってくるのが、

先ほど事業の中でお話した、学校の先生向けの研修です。学校の先生方に文

化財課が作った様々な資料を知っていただいて、さらに文化財課としても授

業の中でこういう協力ができます、という説明の機会として、教職員向けの

研修というのを始めました。なので、その中で答えていきたいなと思います。

また、市民講座の中での資料の使い方ですが、少人数であればということで

お応えしているものの、やはり大量に必要になるものですから、せめて学校

の分は在庫を確保したい、というのは正直な話です。その中で、著作権が文

化財課にあるものであれば、コピーして使ってもらったり、学校分も十分に

在庫があるものであれば、お渡しできたりする場合もありますので、今のと

ころは、ケースバイケースで御相談させていただくしかないかなと思ってい

ます。 

委員：権利関係の問題がクリアできるのであれば、ホームページからＰＤＦで

ダウンロードできませんか。 

事務局：パンフレットについては、市のホームページにアップしているものも

ございます。そちらは自由に使っていただいて大丈夫です。 

会長：よろしいですか。その次の、その他っていうのは、何か事務局で今日、御

用意ありますか。 

事務局：「その他」と議事には付けましたが、特別なものもございません。 

会長：他になにかありますか。 

教育長：本当に、今日は貴重な御意見をありがとうございました。本当に、大事

な視点をたくさんいただいきましたし、本当に、これから研究しなくちゃい

けないな、という思いを強く持ちました。私の思いとしては、やはり子供た

ちが、つくば市の遺跡や文化財をしっかり学んで、そして現地にも行ってみ
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て、というような、そういう形ができて、やがては出来る限り知らない子供

がいないという状況を作りたいとは思っております。ですから、情報発信が

本当に大事だというのを改めて感じました。情報発信と言いますと、何でも

かんでも知らせる情報発信が多いですが、やはり、まず知って、行きたくな

るような情報発信と、それから答えの分かる情報発信と、２通りを上手に組

み合わせて使わないといけないと思います。その行きたくなる促しの情報発

信があって、行ってみて、そこで新たな発見や感動がある情報発信、そうい

った組み合わせが必要でしょう。学校の遠足でいけばよいという昔の発想と

は違ってきておりますし、筑波山のことを知らないから、授業で筑波山に遠

足に行けばいいと言われても、そういう時間もないわけですから。そういっ

た意味でも、先ほどもあったようにＷｉ－Ｆｉや個人の端末で、そこでＱＲ

コードを読んだら、新たな発見や感動があった、見つかった、ということも

必要だと思いますので、その辺りもしっかり文化財課と考えていきたいと思

います。本当に貴重な意見をありがとうございました。 

会長：では、進行を事務局にお戻しします。 

事務局：会長、議長役をどうもありがとうございました。最後に「４ その他」

について、次回の予定の確認です。今年度第３回の審議会を、１月ないし２

月に再整備計画の最終チェックの段階で、設定させていただきたいと思って

います。それまでの間に、基本計画の内容について、一度送らせていただい

て、それについての御意見をいただくということで、やりとりをお願いでき

たらと思っています。そのやりとりを、11 月下旬から 12 月上旬に予定してい

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。では、これをもちまして、令和

３年度つくば市文化財保護審議会第２回会議を終了したいと思います。本日

はお忙しいところ、ありがとうございました。 

（閉会 15：30） 

 



令和３年度つくば市文化財保護審議会第２回会議 

～ 次 第 ～ 

 

                 日時：令和３年10月 14日（木）午後１時30分～ 

                 会場：市役所６階 第２委員会室 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

(1) 令和３年度事業の中間報告について 

(2) 令和４年度事業案の概要について 

(3) 平沢官衙遺跡再整備基本計画・基本設計について 

(4)  その他 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

 







白色物質の入った縄文土器 戦国時代の石塔の出土状況前期古墳出土の古相の土師器

つくば市の南北を画す牛久沼と筑波山

お問合せ　つくば市教育局文化財課
〒305-8555　つくば市研究学園一丁目１番地１
☎　029-883-1111 （代表）
URL　http://www.city.tsukuba.lg.jp 
トップページ → 観光・文化・スポーツ → 歴史・文化財

新型コロナウイルス感染症対策について
※新型コロナウイルス感染症の状況により、 内容の変更や

中止となる場合があります。 詳しくは市公式ウェブサイト
を御覧ください。

・体調不良が明らかな方の入館はお断りすることがあります。
・ 来館時にはマスク着用をお願いします。
・ 詳細は市公式ウェブサイト掲載の文化財展示施設利用

ガイドラインを御参照ください。

Ⅰ. 巡回企画展
期間 令和3年11月13日(土)～令和4年2月23日（水・祝）
時間 9時～16時30分
※休催日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、
 祝日の翌日（土曜日及び日曜日を除く）。12月27日～１月７日。

小田城跡歴史ひろば案内所
会期1. 令和3年11月13日(土) ～ 12月26日（日）
谷田部郷土資料館（谷田部交流センター３階）
会期2. 令和4年1月8日(土) ～ 2月23日(水・祝)

Ⅱ.体験講座 土器にさわろう！  埋蔵文化財整理体験
日時 令和3年11月23日（火・祝） 10時～12時
場所 出土文化財管理センター
定員 小 ・ 中学生とその保護者６組12名程度
 (市内在住 ・ 在学者が対象、 事前申込制、
   応募者多数の場合は抽選）
応募 11月12日(金)までにいばらき電子申請、 又は往復はがき
 による申し込み。 詳しくは広報つくば11月号及び、
 市公式ウェブサイトを御参照ください。

Ⅲ.講演会 『常陸国風土記』と考古学
 ―筑波郡 ・ 河内郡を中心に―
日時 令和3年12月11日(土)
 14時～16時 （13時30分開場）
講師 大関 武氏（つくば市立今鹿島小学校教頭、
  つくば市文化財保護審議会委員）

会場 つくば市役所201会議室
定員 約60名（事前申込制、 応募者多数の場合は抽選）
応募 11月26日(金)までにいばらき電子申請による申し込み、
 又は往復はがきに住所 ・ 氏名・ 年齢 ・ 電話番号 ・
 「講演会希望」と記入し郵送（当日消印有効）。
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期 間 令和3年
 11月13日（土）～
 12月26日（日）
◆つくばエクスプレス つくば駅から ：

つ く バ ス 小 田 シ ャ ト ル 乗 車、
（約35 ・ 60分）、「小田東部」・
「小田中部」下車｡徒歩約５分。

◆JR 常磐線 土浦駅西口から ：
関 東 鉄 道バス 筑 波山口行 ・
下妻 駅行に乗車（約 40 分）、
「小田」下車｡徒歩約10 分。

会期１ 小田城跡歴史ひろば案内所
 （つくば市小田2532番地２）　

◆つくばエクスプレス つくば駅から ：
つ く バ ス 小 田 シ ャ ト ル 乗 車
（約40 ・ 70分）「大 池 ・ 平 沢
官衙入口」下車。 徒歩約15 分。
つくバス北部シャトル乗車（約
40 分）､「筑 波 交 流 セン ター」
下車。 徒歩約 30 分。

◆JR常磐 線 土浦駅西口から ：
関 東 鉄 道バス 筑 波山口行 ・
下妻 駅行に乗車（約 35 分）、
「平 沢 官 衙 入口」下車。 徒 歩
約15 分。

体験講座 土器にさわろう！ 埋蔵文化財整理体験
 会 場 出土文化財管理センター（つくば市平沢81番地）
 日 時 令和3年 11月23日（火・祝） 10時 ～12時

会期２ 谷田部郷土資料館
 （つくば市谷田部4774番地18  谷田部交流センター３階）　　　

期 間 令和4年
 1月8日（土）～
 2月23日（水・祝）
◆つくばエクスプレス みどりの駅から：

つくバス自由ヶ丘シャトル乗車
（約10分）、「谷田部窓口センター」
下車。 徒歩約３分。

講 演 会  『常陸国風土記』 と考古学
  ―筑波郡 ・ 河内郡を中心に―
  講師　大関 武氏（つくば市立今鹿島小学校教頭、
   つくば市文化財保護審議会委員）

会場 つくば市役所
 (つくば市研究学園一丁目1番地1)
 201会議室
日時 令和3年
 12月11日（土）
 14時～16時
 （13時30分 開場）
◆つくばエクスプレス 「研究学園駅」から：

徒歩約７分。
◆つくバス： 作岡、吉沼、上郷、谷田部

シャトル「つくば市役所」下車。
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つくば市役所
２階201会議室

西岡

旧石器の出土状況 平安時代の「大
土」字墨書弥生土器と炭化米 江戸時代の塚旧石器の出土状況 平安時代の「大
土」字墨書弥生土器と炭化米 江戸時代の塚

■地面に残された昔の人々の暮らしの痕跡である遺跡は、 当時の土木工事等の開発の痕跡でもあり、 この遺跡の内容

を明らかにする主な方法が発掘調査です。

■遺跡はそのままの形で後世に残すことが望ましいため、 発掘調査もむやみやたらに行えるものではありません。 とは言え、

遺跡のある場所で土木工事等の開発が計画された場合、 全てを現状 ・ 地下保存することは難しく、 やむを得ない処置

として事前に遺跡の保存に影響を及ぼす範囲内で発掘調査を行い、 写真を撮影し図面を作成したりして記録で保存す

るということが非常に多く行われています。

■市内では20年以上にわたり、ＴＸ沿線開発に伴う大規模な発掘調査が行われ目を引きますが、 その他にも道路拡張や

宅地造成、 店舗建築等に伴う小規模なものも行われており、 時には大規模調査に匹敵するような成果をもたらしてい

ます。 今回の展示は、 これら小規模な発掘調査にスポットを当てて開催するもので、 以下の遺跡を紹介します。

○旧石器時代　高野南遺跡 ○縄文時代　小茎北遺跡 ○弥生時代　玉取遺跡

○古墳時代　　水守古墳群 ○奈良・ 平安時代　島名八幡前遺跡

○室町時代　　古来館跡 ○戦国時代　新牧田遺跡 ○江戸時代　長高野古墳群

巡回企画展： つくばの遺跡と発掘調査 －先人の営みを探る－

休催日︓毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、祝日の翌日（土曜日及び日曜日を除く）、12月27日～１月７日
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